
敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男

「
近
代
の
超
克
」
論
の
再
措
定

＊福

嶋

寛

之

は
じ
め
に

本
稿
は
、
戦
中
期
の
京
都
学
派
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
高
山
岩
男
（
一
九
○
五
〜
一
九
九
三
年
）
の
思
想
的
軌
跡
を
、
一
九
四
五
年

の
敗
戦
前
後
と
い
う
時
期
に
絞
っ
て
分
析
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
意
味
を
論
点
を
提
示
す
る
形
で
説
明
し
て
い
き
た
い
。

第
一
は
、
京
都
学
派
そ
の
後
、
と
し
て
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
高
山
ら
京
都
学
派
の
存
在
を
一
挙
に
知
ら
し
め
た
の
は
日
米
開

戦
前
後
に
行
わ
れ
た
三
つ
の
座
談
会
で
あ
っ

（
１
）

た
。
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
も
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が
そ
こ
で
語
ら
れ
た
日
本
の
「
世
界
史

的
使
命
」
や
「
近
代
の
超
克
」
論
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
っ

（
２
）

た
。
す
な
わ
ち
、「
大
東
亜
戦
争
」
は
欧
米
中
心
の
近
代
世
界
を
日
本
が
転

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
講
師

福
岡
大
学
人
文
論
叢
第
四
十
三
巻
第
三
号

（１）
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換
さ
せ
る
世
界
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
の
彼
等
の
主
張
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
京
都
学
派
は
「
大
東
亜
戦
争
」
の
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
り
な
が
ら
ふ
と
失
念
さ
れ
る
の
が
、
京
都
学
派
が
そ

の
後
に
遭
遇
す
る
観
念
右
翼
か
ら
の
攻
撃
で
あ
る
。
後
に
改
め
て
確
認
す
る
通
り
、
三
つ
の
座
談
会
を
ま
と
め
た
共
著
『
世
界
史
的
立
場

と
日
本
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
四
三
年
三
月
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
観
念
右
翼
に
よ
る
京
都
学
派
へ
の
攻
撃
は
本
格
化
し
、
や
が
て
京
都

学
派
一
般
は
オ
ー
プ
ン
媒
体
か
ら
一
切
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
様
相
は
、
日
米
開
戦
前
後
に
華
々
し
く
論
壇
を
飾
っ
た
京
都

学
派
像
と
は
お
よ
そ
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
訪
れ
る
敗
戦
へ
と
至
る
過
程
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
関
心
に
の
ぼ
る
こ
と
は

な
い
。
例
え
ば
、
彼
等
が
主
張
し
て
い
た
「
近
代
の
超
克
」
論
は
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
関
心
か
ら
特
に
注
目
に
値
す
る
の
が
、
彼
等
京
都
学
派
が
論
壇
で
の
主
張
活
動
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
本
格
化
さ
せ
て
い
っ

た
、
水
面
下
で
の
国
策
研
究
・
提
言
と
い
う
活
動
で
あ
る
。
既
に
京
都
学
派
と
海
軍
と
の
親
密
な
関
係
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
国
策
文
書
群
は
意
外
な
ほ
ど
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
国
策
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
と
い
う
角
度
か
ら
京
都
学

派
を
見
る
と
き
、
最
も
適
切
な
分
析
対
象
と
な
る
の
が
高
山
岩
男
で
あ
る
。
高
山
は
京
都
学
派
を
代
表
し
て
海
軍
省
調
査
課
嘱
託
に
就
任

し
た
だ
け
で
な
く
、
論
壇
か
ら
一
切
姿
を
消
し
て
い
た
一
九
四
四
年
半
ば
以
降
、
さ
ら
に
大
東
亜
省
嘱
託
に
も
就
任
し
、
敗
戦
に
至
る
ま

で
国
策
に
関
す
る
文
書
を
作
成
し
続
け
た
。
高
山
は
京
都
学
派
の
な
か
で
も
、
最
も
深
く
国
策
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
高
山
に
着
目
す
る
と
き
、
第
二
の
論
点
と
し
て
導
か
れ
る
の
が
、
戦
後
の
直
接
的
な
起
源
と
し
て
の
戦
争
末
期
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
高
山
が
従
事
し
た
国
策
研
究
の
状
況
は
後
掲
の
【
表
】
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
目
し
て
そ
の
圧
倒
的
多
数
が
一
九
四
四
年

（２）
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以
降
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
東
条
内
閣
崩
壊
の
契
機
と
な
っ
た
一
九
四
四
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て

の
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
・
サ
イ
パ
ン
陥
落
の
頃
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
、
そ
の
後
敗
戦
に
至
る
ま
で
、
の
み
な
ら
ず
敗
戦
後

間
も
な
い
時
期
ま
で
、
継
続
的
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
戦
争
末
期
の
活
動
と
敗
戦
直
後
の
主
張
と
が
、
高
山

自
身
に
お
い
て
直
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
最
初
の
高
山
の
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』（
一
九
四
六
年
）
は
、
敗
戦
日
本
の

進
路
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
構
想
の
由
来
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
（
３
）
る
（
以
降
、『
文
化
国
家
の
理
念
』
か
ら
の
引
用
は
、

『
文
化
国
家
』
と
略
記
し
、
本
文
中
に
て
頁
数
を
示
す
）。

本
書
の
大
部
分
の
草
案
は
、
サ
イ
パ
ン
島
既
に
陥
ち
、
戦
勢
既
に
決
し
て
今
日
あ
る
を
想
う
た
と
き
、
心
あ
る
友
人
と
共
に
日
本
革

新
の
諸
問
題
を
論
究
し
た
節
に
成
れ
る
も
の
で
あ
る
。

右
は
先
に
言
及
し
た
大
東
亜
省
で
の
研
究
活
動
の
こ
と
と
推
測
さ
れ

（
４
）
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
成
果
と
推
測
さ
れ
る
高
山

「
日
本
の
自
己
革
新
」
な
る
文
書
の
一
部
は
、
そ
の
ま
ま
敗
戦
直
後
の
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り

こ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、
敗
戦
直
後
の
主
張
内
容
の
起
源
が
戦
中
期
一
般
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
以
降
の
戦
争
末
期

と
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
一
口
に
戦
中
期
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
日
米
開
戦
前
後
の
座
談
会
の
頃
と
、
敗
戦
が
意
識
さ
れ
た
戦
争
末
期

と
で
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
何
よ
り
高
山
自
身
に
お
い
て
、
戦
後
の
起
源
が
そ
れ
に
直
接
先
立
つ
と
こ
ろ
の
戦
争
末
期
と
表
明
さ
れ

て
い
た
点
は
、
重
ね
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
戦
後
と
い
う
と
き
の
段
階
性
で
あ
る
。
詳
細
な
検
討
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
が
、
高
山
が
一
九
五
○
年
代
以
降
の
保
革
イ

（３）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）
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【戦中期】

出 典

『海軍省資料』１７巻

『海軍省資料』２３巻

アジア経済研究所「岸幸一コレクション」

『海軍省資料』２５巻

『海軍省資料』２５巻

『海軍省資料』２６巻

『海軍省資料』２６巻

未見〔花澤①より〕

未見〔花澤①より〕

未見〔花澤①より〕

『海軍省資料』２９巻

未見〔花澤②より〕

未見〔花澤②より〕

『現代史資料２３ 国家主義運動
３』（みすず書房）

『海軍省資料』２９巻

【敗戦直後】

『矢部貞治関係文書』
（政策研究大学院大学所蔵）

（目次）
第１章 序説 現代日本文化の特異性 →ほぼ、後掲「新文化建設の課題」へ。
第２章 道義面に於ける革新 →一部、後掲「文化国家建設と新国民倫理」

の原型
第３章 思想及教学面に於ける革新 →表現は異なるが、内容は後掲「歴史意識の

育成」と重なる。
第４章 科学及技術面に於ける革新
第５章 結論 新生活原理の樹立

『帝国憲法改正関係一件 研究資
料』第１巻
（外務省外交史料館所蔵）

（論壇誌）

脱稿は１９４５年１２月。『文化国家の理念』２章へ。

脱稿時は不明。『文化国家の理念』５章へ。

脱稿は１９４６年３月。『文化国家の理念』３章へ。

脱稿は１９４６年３月。『文化国家の理念』１章へ。なお、
原爆や国連に関する記述を含んでいるため、本論文
は、純戦後産と見られる。

序文の日付は１９４６年７月。なお同書４章「歴史意識
の育成」は雑誌媒体では未発表。

【注】

１．〔 〕は筆者による。また、出典の表記法については、本論注部分のほうで詳細に記した（以下２．も同じ）。
２．花澤①は同『高山岩男』、花澤②は同「戦中期の軍部政権から見られた『京都学派像』」を指す。ともに文
書名のみが記され所蔵先が不記載だったため、今回使用することは出来なかった。他日を期したい。ただ、上
記の大東亜省宛の「恒久平和の原理」、「大東亜共同宣言」については、『矢部貞治日記』に登場するため、存
在しているのは確実である（前者は１９４４年１０月２３日条、後者は１９４５年１月２２日条）。なお、後述するよ
うに「恒久平和の原理」と同内容と思われる文書が別の形態だが存在しており、これについては本論部分で
使用している。ほか、上記以外にも『海軍省資料』のなかには無署名だが、内容上、高山が作成に関与した
と見られる文書が存在する。慎重な手続きさえ踏めば使用することは許されよう。本稿では補強の意味で無
署名史料も用いていきたい。

提出先

海軍省

海軍大学校研究部

海軍大学校研究部

海軍省調査課

海軍省調査課

海軍省調査課

海軍大学校研究部

大東亜省

大東亜省

海軍大学校研究部

―

海軍省調査課

大東亜省

海軍省調査課

海軍省調査課

〔大東亜省〕

外務省

標 題

「総力戦ト思想戦」

「敗戦意識ノ種類及ビ対策」

「陸海軍人気質ノ相違」（矢部貞治と共著）

「『動乱』『戦敗』等ノ問題ニ就キ」

「「マリアナ」線失陥後生来スベキ
事態ノ予想」

「現今我国ニ於ケル思想統一対策」

「戦争ト歴史」

「恒久平和の原理」

「大東亜共同宣言」

「大東亜政策の原理」

「同盟通信 日本精神論の展望」

「沖縄失陥後ノ国内思想指導」

「日本ノ敗戦処理ト戦後復興」

「今後の国民思想動向と根本的対策
並に和平論及戦争終得の問題」

「国体護持ノ問題」

「日本の自己革新 思想文化面より
する考察」

「天皇制とデモクラシー 天皇制存
続の積極的根拠」

論文「新文化建設の課題」（雑誌『時論』）

論文「犠牲」（雑誌『真日本』）

論文「文化国家建設と新国民倫理」
（雑誌『世界文化』）

論文「文化国家の理念」
（雑誌『文明』）

著作『文化国家の理念』（秋田屋）

１９４２年１０月

１９４４年２月

１９４４年５月

１９４４年６月

１９４４年７月

１９４４年８月

１９４４年９月

１９４４年９月

１９４５年１月

１９４５年２月

１９４５年３月

１９４５年４月

１９４５年５月

１９４５年５月

１９４５年７月

〔１９４５年８月〕

１９４５年１２月

１９４６年３月

１９４６年４月

１９４６年５月

１９４６年７月

１９４６年１２月

A

群

B

群

【表】敗戦前後における高山岩男の言論状況

（４）
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デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
期
、「
国
家
」
や
「
歴
史
」
を
掲
げ
て
強
烈
な
進
歩
的
知
識
人
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
（
５
）
る
。
こ
う
し
た

経
緯
を
念
頭
に
、
再
び
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』（
一
九
四
六
年
）
を
見
る
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
高
山
の
姿
が
確
認
で
き
る
。
例
え

ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
国
家
と
い
ふ
存
在
が
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
従
来
の
如
き
絶
大
な
権
力
を
有
し
な
く
な
り
、
換
言

す
れ
ば
国
家
の
人
間
に
対
す
る
支
配
権
が
縮
小
せ
ら
れ
、
…
…
人
間
は
国
家
的
制
限
を
越
え
て
人
類
の
立
場
よ
り
国
際
的
に
結
合
す
る
傾

向
を
生
ず
る
」（『
文
化
国
家
』
一
六
三
〜
一
六
四
頁
）。「
人
間
」
が
国
家
を
超
え
て
「
人
類
」
と
し
て
結
合
す
る

。
敗
戦
直
後
の
高

山
は
、
極
め
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
主
張
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
以
降
、
総
力
戦
体
制
論
・
戦
時
動
員
体
制
論
の
提
起
に
よ
っ
て
、
戦
時
と
戦
後
を

結
ぶ
研
究
手
法
は
今
や
一
般
化
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
戦
時
期
一
般
と
戦
後
期
一
般
と
が
直
結
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
（
６
）
い
。
右
の
高
山
の
言
説
か
ら
導
か
れ
る
論
点
と
は
、
一
九
四
五
年
を
挟
む
前
後
数
年
こ
そ
が
一
つ
の
時
期
と
し
て
設
定
で
き
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
米
開
戦
前
後
の
頃
と
も
、
後
の
一
九
五
○
年
代
の
保
革
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立

期
と
も
異
な
る
、
固
有
の
段
階
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
体
現
す
る
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』
を
分
析
の
軸
と
し

な
が
ら
、
敗
戦
を
挟
む
一
九
四
五
年
前
後
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
捉
え
て
み
た
い
。

そ
の
際
、
重
要
と
な
る
の
が
「
近
代
の
超
克
」
論
の
行
方
で
あ
る
。
既
に
、
京
都
学
派
の
「
近
代
の
超
克
」
論
が
敗
戦
後
も
し
ば
ら
く

持
続
さ
れ
て
い
た
と
の
重
要
な
指
摘
が
存
在
す
（
７
）
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
少
し
で
も
高
山
の
テ
キ
ス
ト
を
読
め
ば
簡
単
に
確
認
で
き
る
こ
と
で

あ
り
、
何
よ
り
、
依
然
と
し
て
日
米
開
戦
前
後
と
敗
戦
直
後
と
を
点
と
点
で
対
比
さ
せ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
間
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の

（５）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）
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戦
争
末
期
は
飛
び
越
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
先
に
高
山
自
身
に
お
い
て
、
戦
後
の
起
源
が
直
接
的
に
戦
争
末
期
と
表
明
さ
れ
て
い
た
点
を

念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
や
は
り
日
米
開
戦
の
頃
と
は
様
相
を
異
に
す
る
戦
争
末
期
を
検
討
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
取
り
す
れ
ば
、

敗
戦
が
意
識
さ
れ
る
戦
争
末
期
に
、
彼
等
の
「
近
代
の
超
克
」
論
は
日
本
の
「
盟
主
」
と
い
う
条
件
抜
き
で
も
主
張
可
能
な
も
の
と
し
て

再
措
定
さ
れ
て
い
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
戦
後
に
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
と

す
る
な
ら
ば
今
度
は
高
山
が
戦
争
末
期
と
敗
戦
直
後
と
を
直
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
、
現
実
に
迎
え
た
と
こ
ろ
の
敗
戦
が
ど
の
よ
う
な

契
機
と
し
て
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
も
導
か
れ
る
。
こ
の
点
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
（
８
）
う
。

以
下
で
は
、
ま
ず
高
山
の
敗
戦
直
後
の
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』
の
主
張
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
本
稿
に
お
け
る
考
察

の
基
点
を
つ
く
り
た
い
。
本
来
、
時
系
列
で
分
析
を
進
め
て
い
く
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
で
あ
る
が
、
数
の
限
定
さ
れ
た
国
策
文

書
群
か
ら
よ
り
多
く
の
情
報
を
引
き
出
す
た
め
に
、
あ
え
て
最
初
に
敗
戦
直
後
の
地
点
か
ら
考
察
を
始
め
、
戦
争
末
期
か
ら
の
系
譜
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
ふ
た
つ
の
時
期
を
結
ぶ
道
筋
を
あ
る
程
度
つ
け
て
お
け
ば
、
そ
の
後
の
詳
細
な
時
系
列
分
析
を
有
効
に
進
め
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章

高
山
著
『
文
化
国
家
の
理
念
』（
一
九
四
六
年
）
を
め
ぐ
っ
て

敗
戦
直
後
の
高
山
の
言
説
を
見
る
と
き
、
ま
ず
確
認
で
き
る
の
は
や
は
り
戦
中
期
に
抱
い
た
モ
チ
ー
フ
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
、
高
山

自
身
が
率
直
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
山
は
「
今
次
大
戦
前
に
考
え
た
世
界
史
の
根
本
理
念
は
依
然
と
し
て
正
し
い

（６）
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と
信
じ
て
い
（
９
）
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
近
代
の
超
克
」
論
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
の
原
因
は
「
近
代
世
界
そ
の

も
の
の
中
に
根
拠
が
存
す
る
」
以
上
、
大
戦
後
の
現
在
も
未
解
決
な
問
題
で
あ
る
、
と
位
置
づ
け
て
い
る
（『
文
化
国
家
』
三
頁
）。
と
は

い
え
、
日
本
の
敗
戦
と
い
う
現
実
は
厳
然
と
存
在
す
る
。
で
は
高
山
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
の
か
（
以
下
、『
文
化
国
家
』
序

文
、
一
〜
三
頁
）。
高
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
敗
戦
は
「
道
徳
的
頽
廃
」
に
起
因
し
、
そ
の
由
来
は
日
本
の
近
代
の
「
後
進
性
」
お
よ
び

「
不
自
然
な
畸
形
性
」
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
、
満
州
事
変
前
後
か
ら
の
政
治
・
教
学
の
誤
謬
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ

た
と
い
う
。
右
の
よ
う
な
近
代
に
お
け
る
後
進
性
・
奇
形
性
と
い
う
認
識
か
ら
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
命
題
は
「
正
常
な
近
代
化
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
既
に
確
認
し
た
通
り
、「
近
代
の
超
克
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
戦
後
に
も
持
続
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
高

山
に
お
い
て
は
、「
超
近
代
化
」
と
の
表
現
に
変
え
な
が
ら
も
、
敗
戦
日
本
が
進
む
べ
き
道
は
「
後
向
き
の
近
代
化
と
前
向
き
の
超
近
代

化
と
を
同
時
に
遂
行
」
と
い
う
、
二
重
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
詳
細
に
見
て
い
こ
う
。

１

超
近
代
世
界
と
し
て
の
大
戦
後
の
世
界

高
山
は
大
戦
後
の
世
界
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
（『
文
化
国
家
』
六
頁
）。
す
な
わ
ち
、「
後
進
的
近
代
国
家
」
た
る
日
独
伊
の
敗

退
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
先
進
的
近
代
国
家
」
た
る
英
仏
の
凋
落
も
ま
た
決
定
的
で
、
代
わ
っ
て
「
超
近
代
国
家
」
た
る
米
ソ
が
世
界

の
主
導
国
と
な
る
に
至
っ
た

。
各
国
動
向
と
い
う
点
で
は
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
近
代
国
家
一
般
の
盛
衰
と
い

う
観
点
か
ら
、
す
べ
て
が
説
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
山
の
関
心
は
や
は
り
近
代
（
国
家
）
に
あ
る
。
で
は
、
高
山
の
言
う
と
こ
ろ

（７）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）
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の
近
代
国
家
／「
超
近
代
国
家
」
と
は
何
か
（
以
下
、
断
り
な
い
限
り
『
文
化
国
家
』
七
〜
一
一
頁
。
同
六
六
〜
六
七
頁
で
補
っ
た
）。

ま
ず
高
山
に
よ
る
と
、
近
代
国
家
と
は
欧
州
を
範
型
と
す
る
国
民
国
家
と
い
う
形
態
を
と
る
も
の
で
、
そ
の
内
部
は
「
民
族
的
同
質

性
」
を
原
理
に
構
成
さ
れ
、
外
部
と
は
主
権
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
民
族
的
同
質
性
」
を
担
保
す
る
も
の
が
「
歴
史
的
伝

統
に
発
す
る
特
殊
性
」
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
歴
史
が
共
有
さ
れ
る
範
囲
は
実
際
に
は
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
近
代
国
家
は
規
模
で
み
る
と

き
実
は
小
さ
い
。
例
え
ば
、
大
英
帝
国
の
よ
う
な
近
代
帝
国
と
い
え
ど
も
「
本
国
そ
の
も
の
は
依
然
小
さ
い
」。
要
す
る
に
、「
民
族
の
同

質
性
を
基
盤
と
し
て
狭
い
地
域
を
国
境
線
で
固
め
た
小
さ
な
近
代
国
家
」（『
文
化
国
家
』
一
四
四
頁
）
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
国
民
国
家
を
正
規
の
構
成
員
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
平
等
な
関
係
を
結
ぶ
。
い
わ
ば
近
代
世
界
と
は
小
国
分
立
の
原
子
的
世
界
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
高
山
に
よ
る
と
、米
ソ
は
当
初
か
ら
こ
う
し
た
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
「
超
近
代
国
家
」
と
で
も
呼
ぶ
ほ
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
両
国
と
も
に
始
め
か
ら
広
大
な
国
土
を
有
し
、
よ
っ
て
民
族
的
に
は
む
し
ろ
異
質
で
、
し
た
が
っ
て
近
代
国
家
の
よ
う
に
歴

史
に
基
づ
く
特
殊
性
で
は
な
く
て
、
国
際
的
普
遍
性
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
／
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
）
こ
そ
が
建
国
の
原
理
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
何
よ
り
、
広
大
な
国
土
か
ら
す
る
豊
富
な
資
源
を
背
景
に
、
今
や
圧
倒
的
な
国
力
を
有
し
、
近
代
国
家
を
凌
駕
し
て
い
る

。

細
か
な
事
実
認
識
は
と
も
か
く
、
ク
リ
ア
ー
過
ぎ
る
対
比
が
か
え
っ
て
高
山
の
枠
組
み
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
二

次
大
戦
を
契
機
と
し
た
米
ソ
の
台
頭
と
欧
州
の
衰
退
と
い
う
誰
も
が
否
定
で
き
な
い
現
実
を
、
近
代
国
家
一
般
の
終
焉
と
し
て
説
明
し
た

い
わ
け
で
あ
る
。
高
山
に
よ
る
と
、
今
や
超
近
代
国
家
米
ソ
は
近
代
国
家
が
束
に
な
っ
て
も
叶
わ
な
い
ほ
ど
の
国
力
を
有
し
、
近
代
国
家

は
世
界
を
主
導
す
る
地
位
か
ら
脱
落
し
た
（『
文
化
国
家
』
一
一
頁
）。
そ
し
て
こ
の
趨
勢
は
、
空
軍
の
登
場
や
総
力
戦
と
い
う
形
態
を

（８）
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と
っ
た
第
一
次
大
戦
以
来
の
系
譜
に
加
え
、
今
次
大
戦
に
登
場
し
た
と
こ
ろ
の
原
爆
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
決
定
的
に
な
っ
た
と
い
う
（『
文

化
国
家
』
二
八
頁
）。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
近
代
国
家
で
は
等
価
と
し
て
あ
っ
た
国
防
線
と
国
境
線
、
つ
ま
り
は
主
権
が
無
意

味
化
し
、
も
は
や
近
代
国
家
は
単
独
で
の
自
存
自
衛
が
不
能
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
小
国
分
立
の
原
子
的
世
界
た
る
近
代
世
界
は
終
焉

を
迎
え
、
世
界
は
地
域
主
義
的
原
理
を
盛
り
込
ん
だ
広
域
圏
秩
序
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い

。

既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
別
の
国
家
を
越
え
た
地
域
主
義
的
な
結
合
す
な
わ
ち
広
域
圏
秩
序
こ
そ
は
、
高
山
ら
京
都
学
派
が
戦

中
期
の
大
東
亜
共
栄
圏
論
の
な
か
で
終
始
説
き
続
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
（
１０
）
た
。
そ
こ
で
は
、
個
別
の
国
家
が
世
界
と
直
結
す
る
近
代
世
界

で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
少
数
帝
国
に
よ
る
世
界
の
独
占
支
配
へ
と
帰
結
し
、
ま
た
一
国
の
動
向
が
即
世
界
の
動
静
に
影
響
を
与
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
近
代
世
界
の
原
理
に
固
執
す
る
以
上
、
再
度
の
大
戦
は
不
可
避
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
個
別
の
国
家
と
世
界
と
の

間
に
地
域
主
義
的
原
理
を
盛
り
込
ん
だ
広
域
圏
を
設
定
し
、
圏
内
主
導
国
が
圏
内
各
国
を
「
道
義
」
に
よ
っ
て
指
導
す
る
（「
所
を
得
し

む
る
」）
こ
と
で
、
帝
国
主
義
に
よ
ら
な
い
真
の
「
恒
久
平
和
」
が
保
障
さ
れ
る
、
と
主
張
さ
れ
て
い
た
。

先
に
見
た
戦
後
の
高
山
の
主
張
は
、
こ
う
し
て
説
か
れ
た
広
域
圏
秩
序
そ
れ
自
体
を
、
日
本
の
敗
戦
と
は
全
く
無
関
係
に
大
戦
後
の
世

界
を
説
明
す
る
原
理
と
し
て
継
承
す
る
も
の
だ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
高
山
は
さ
ら
に
推
し
進
め
て
、
第
二
次
大
戦
そ
の
も
の
も
広
域
圏

秩
序
を
め
ぐ
る
戦
争
で
あ
っ
た
と
の
解
釈
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
（
以
下
、『
文
化
国
家
』
一
三
〜
一
六
頁
）。
高
山
に
よ
る
と
、
第
二

次
大
戦
は
、
超
近
代
国
家
米
ソ
と
、
後
進
的
近
代
国
家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
軍
事
力
に
よ
っ
て
広
域
圏
を
構
築
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
独

伊
の
、
し
か
し
双
方
と
も
に
近
代
国
家
を
超
出
し
よ
う
と
し
た
勢
力
間
の
争
い
だ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
（
こ
こ
で
は
先
進
近
代
国
家
た
る

（９）

敗
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英
仏
は
登
場
す
ら
し
て
い
な
い
）。
結
果
は
無
論
、
日
独
伊
の
敗
退
だ
っ
た
が
、
し
か
し
高
山
に
よ
る
と
、
近
代
国
家
超
出
の
傾
向
は
大

戦
後
の
現
在
、
国
際
連
合
と
い
う
形
で
現
実
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
根
拠
は
、
国
際
連
合
が
か
つ
て
の
国
際
連
盟
の
よ
う
な
「
小

国
均
等
主
義
を
棄
て
て
大
国
中
心
主
義
」
を
採
用
し
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
安
全
保
障
理
事
会
の
五
大
常
任
理
事
国
を
指

す
。
高
山
に
よ
る
と
、
こ
れ
こ
そ
「
五
大
強
国
中
心
の
広
域
的
世
界
秩
序
」
で
あ
っ
た
（『
文
化
国
家
』
一
八
（
１１
）
頁
）。

要
す
る
に
、
近
代
を
越
え
よ
う
と
す
る
趨
勢
は
、
現
実
の
日
本
の
意
図
や
勝
敗
と
は
無
関
係
に
、
大
戦
後
も
着
実
に
進
行
中
と
い
う
の

が
高
山
の
主
張
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
戦
勝
国
で
さ
え
も
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
歴
史
の
趨
勢
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実

の
と
こ
ろ
、
こ
の
見
方
も
ま
た
、
日
本
が
敗
戦
必
至
と
な
っ
た
戦
争
末
期
に
既
に
存
在
し
て
い
た
も
の
だ
っ
（
１２
）
た
。
確
か
に
高
山
の
主
張
は
、

と
も
か
く
も
広
域
圏
秩
序
で
世
界
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
フ
レ
ー
ム
先
行
型
の
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
フ

レ
ー
ム
そ
の
も
の
が
戦
中
期
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
無
く
戦
後
も
持
続
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
先
に
見
た
第
二
次
大
戦
の
解
釈
や

国
際
連
合
へ
の
評
価
、
何
よ
り
原
爆
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
と
し
て
は
紛
れ
も
な
く
大
戦
後
に
登
場
す
る
も
の
だ
が
、

高
山
に
お
い
て
は
、
近
代
国
家
の
終
焉
と
い
う
従
来
か
ら
の
自
説
を
根
拠
づ
け
る
材
料
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
高
山
が
戦
後
す
ぐ
の
論
考
「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
（
１３
）
て
」
に
て
、
戦
中
期
以
来
の
「
世
界
史
の
哲
学
」
を
再
び
繰
り
返

し
て
い
る
の
は
理
由
無
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
よ
う
な
日
本
の
主
導
的
役
割
の
強
調
は
抜
か
れ
て
い
る
が
、

世
界
史
の
理
解
に
つ
い
て
の
主
張
は
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
に
は
個
々
の
国
家
の
意
思
を
越
え
た
客
観
的
な
秩
序
が
存
在
し
、

そ
れ
は
歴
史
的
趨
勢
と
し
て
個
別
の
国
家
を
規
定
し
て
い
く
。
一
方
で
そ
の
な
か
で
新
た
な
世
界
秩
序
を
先
取
り
す
る
存
在
が
「
世
界
史

（１０）
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的
勢
力
」
と
呼
ぶ
べ
き
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
主
導
と
な
っ
て
歴
史
が
転
換
す
る

。
高
山
は
一
九
五
一
年
の
段
階
で
、
再
び
戦
中
期

に
発
表
し
た
論
考
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
「
世
界
史
の
理
念
」
と
い
う
論
考
を
発
表
し
、
こ
れ
は
「
戦
争
の
有
無
や
勝
敗
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
」
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
（
１４
）
る
。
敗
戦
直
後
の
高
山
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
日
本
は
敗
戦
に
よ
っ
て
世
界
史
的
勢

力
た
る
地
位
よ
り
転
落
し
た
に
過�

ぎ�

な�

い�

」
の
で
あ
（
１５
）
る
。

で
は
、
近
代
国
家
が
終
焉
を
迎
え
る
な
か
、
世
界
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
う
の
か
。
高
山
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
恒
久
平
和
」

へ
の
道
が
開
か
れ
る
と
い
う
（『
文
化
国
家
』
一
八
〜
一
九
頁
）。
す
な
わ
ち
、
世
界
が
広
域
圏
秩
序
へ
と
移
行
す
る
現
状
の
も
と
、
群
小

の
近
代
国
家
は
既
に
主
権
の
一
部
を
喪
失
し
て
お
り
、
主
権
を
維
持
し
て
い
る
の
は
各
広
域
圏
を
代
表
す
る
五
大
国
く
ら
い
で
あ
る
。
こ

う
し
た
状
況
で
は
広
域
圏
内
部
の
紛
争
は
確
か
に
防
止
し
う
る
。
し
か
し
、
万
が
一
広
域
圏
同
士
の
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
第
二

次
大
戦
以
上
の
世
界
大
戦
へ
と
至
る
。
そ
れ
は
原
爆
の
存
在
か
ら
し
て
も
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
五
大
国
で
さ
え
も
主
権
の
「
制

限
乃
至
放
棄
」
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
「
一
種
の
世
界
連
邦
」
へ
、
も
っ
て
恒
久
平
和
の
途
が
開
か
れ
る
の
だ
と
い
う
。

再
び
だ
が
、
こ
う
し
た
主
権
の
制
限
（
分
割
・
委
譲
）
と
い
っ
た
着
想
も
、
高
山
ら
戦
中
期
の
大
東
亜
共
栄
圏
論
の
な
か
で
登
場
し
て

い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
東
亜
の
盟
主
」
日
本
が
共
栄
圏
各
国
と
の
間
で
、
い
か
に
し
て
帝
国
主
義
に
よ
ら
ず
に
階
統
秩
序
を
合

理
化
で
き
る
の
か
、
と
い
う
文
脈
で
提
起
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
（
１６
）
た
。
大
戦
後
の
現
在
、
そ
れ
が
各
指
導
国
（
五
大
国
）
に
対
す
る

主
権
の
委
譲
と
い
っ
た
形
で
転
用
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
指
導
国
（
五
大
国
）
も
ま
た
上
位
の
「
世
界
連
邦
」
に
対
し
て
主
権
を
委

（１１）
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譲
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
し
て
、
推
し
進
め
ら
れ
て
さ
え
い
る
。

で
は
、
近
代
国
家
が
至
上
の
も
の
と
し
て
独
占
し
て
き
た
主
権
を
「
制
限
乃
至
放
棄
」
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
高
山
は
、

主
権
は
質
的
に
分
割
可
能
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
（『
文
化
国
家
』
一
六
七
頁
）。

こ
の
質
的
に
異
る
部
分
的
諸
権
能
を
国
家
と
社
会
と
に
適
宜
に
配
分
し
、
両
者
の
綜
合
が
一
個
の
完
全
な
主
権
を
形
成
す
る
如
く
な

す
こ
と
こ
そ
、
新
し
き
国
家
に
於
け
る
主
権
の
形
態
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
思
ふ
。
…
…
主
権
と
い
ふ
も
の
が
広
範
な
領
域
に
分

散
せ
ら
れ
、
近
代
国
家
に
於
て
極
め
て
無
権
力
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
社
会
が
新
し
く
主
権
を
分
有
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
つ

て
、
こ
の
社
会
が
国
内
社
会
と
国
際
社
会
と
の
双
方
に
亘
る
べ
き
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

要
す
る
に
、
質
的
に
分
割
さ
れ
た
主
権
が
国
家
と
社
会
と
の
間
で
分
有
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
総
合
さ
れ
て
一
つ
の
完
全
な
主
権
と
み
な
す
、

分
有＝

総
有
論
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
有＝

総
有
論
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
さ
し

あ
た
り
こ
こ
で
は
、
分
割
さ
れ
た
国
家
主
権
の
委
譲
先
が
「
社
会
」
と
さ
れ
て
い
た
点
を
先
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な
「
社

会
」
が
国
家
の
内
・
外
で
自
在
に
結
合
し
あ
う
と
き
、
先
の
世
界
連
邦
論
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
（
１７
）
る
。

「
社
会
」
の
強
調
は
、
ま
さ
に
大
正
期
の
「
社
会
の
発
見
」
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
高
山
が
以
下
の
よ
う
に
「
社
会
」
に
独
特
な

性
格
規
定
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
大
正
期
の
そ
れ
の
復
活
強
化
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
高
山
に
お
い

て
も
「
社
会
」
に
は
「
開
放
的
」
性
格
や
「
超
国
家
的
世
界
性
」
が
あ
り
、「
国
家
を
解
体
に
導
く
傾
向
を
も
つ
」
と
さ
え
述
べ
ら
れ
て

い
る
（『
文
化
国
家
』
一
三
二
頁
）。
し
か
し
他
方
で
、「
国
家
主
権
の
縮
少
は
国
家
と
い
ふ
も
の
が
消
滅
し
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

（１２）
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で
は
な
い
」
と
も
言
う
（
以
下
、『
文
化
国
家
』
一
七
○
頁
）。
社
会
が
主
権
を
分
有
す
る
に
至
る
と
き
、「
国
家
は
言
は
ば
多
元
的
に
分

散
す
る
」
と
も
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
「
多
元
的
に
岐
れ
行
く
国
民
の
意
思
を
最
後
に
統
一
」
す
る
も
の
と
し
て
、「
国
家

は
依
然
と
し
て
存
在
の
意
義
を
有
す
る
」。
要
す
る
に
、
高
山
が
想
定
し
て
い
る
「
社
会
」
と
は
国
家
と
対
抗
的
な
社
会
、
す
な
わ
ち
近

代
市
民
社
会
で
は
な
い
。
む
し
ろ
国
家
が
D
N
A
の
よ
う
に
埋
め
込
ま
れ
た
社
会
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
国
家
と
社
会
と
の
対
抗
関
係

（
ま
さ
に
近
代
）
を
止
揚
さ
せ
た
新
た
な
社
会
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
国
家
主
権
が
社
会
へ
と
委
譲
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
国
家
は
消

滅
し
な
い
こ
と
と
は
両
立
し
な
く
も
な
い
。
た
だ
こ
の
場
合
、
国
家
と
は
も
は
や
主
権
を
有
す
る
権
力
体
で
は
な
い
の
も
確
か
で
、
国
民

意
志
を
象
徴
す
る
国
家
、
す
な
わ
ち
言
う
と
こ
ろ
の
「
文
化
国
家
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』
の
な
か
で
、〈
そ
れ
で
も
国
家
は
存
続
す
る
〉
と
の
主
張
は
、
実
の
と
こ
ろ
い
ま
引
用
し
た

一
カ
所
の
み
で
、
主
張
の
基
調
は
国
家
の
存
在
の
希
薄
さ
と
そ
れ
と
表
裏
す
る
と
こ
ろ
の
「
社
会
」
の
強
調
に
置
か
れ
て
い
る
。
か
く
し

て
冒
頭
で
見
た
よ
う
な
、「
人
間
」
は
国
家
を
越
え
て
「
人
類
」
と
し
て
「
世
界
」
に
結
合
す
る
と
い
っ
た
、
極
め
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

な
主
張
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
国
家
を
希
薄
化
さ
せ
る
主
張
こ
そ
、
ま
さ
し
く
超
近
代
化
の
趨
勢

と
し
て
説
か
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
高
山
に
よ
れ
ば
、
超
近
代
世
界
に
お
い
て
「
国
家
は
凡
て
文
化
国
家
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
」。
し
か

し
そ
れ
は
「
国
家
と
い
ふ
制
限
を
さ
へ
超
出
す
る
に
至
る
」
も
の
（『
文
化
国
家
』
五
頁
）、
も
は
や
「
国
家
と
は
言
い
得
な
い
よ
う
な
国

（
１８
）
家
」、
と
述
べ
て
い
る
。
国
家
を
語
り
な
が
ら
国
家
の
希
薄
さ
を
強
調
す
る
主
張
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
中
期
の
「
近
代
の
超
克
」
論
は
日
本
の
敗
戦
と
は
無
関
係
に
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
戦
勝
国
で
さ
え
も
規
定
さ
れ
ざ
る

（１３）
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を
得
な
い
歴
史
の
趨
勢
と
し
て
、
戦
後
に
継
承
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
か
つ
て
の
「
近
代
の
超
克
」
が
「
超
近
代
化
」
と
の
表
現
に
変
わ
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
戦
中
期
言
説
の
隠
蔽
と
見
る
の
は
全
く
妥
当
で
は
な
い
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
高
山
に
そ
の
よ
う
な
必
要
は
無
い
。

む
し
ろ
、
か
つ
て
の
「
近
代
の
超
克
」
が
こ
れ
か
ら
遂
行
す
べ
き
当
為
と
し
て
、
よ
っ
て
日
本
の
主
導
性
を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
に
対
し
、「
超
近
代
化
」
と
は
現
に
進
行
中
の
も
の
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
特
定
の
主
体
と
は
無
関
係
な
歴
史
の
趨
勢
と
し
て
主
張

す
る
も
の
で
あ
る
。
大
戦
後
の
高
山
に
お
い
て
は
、
後
退
ど
こ
ろ
か
さ
ら
な
る
進
展
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

２

超
近
代
世
界
の
な
か
で
の
敗
戦
日
本

も
と
よ
り
、
以
上
は
大
戦
後
の
世
界
一
般
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
る
。
で
は
、
敗
戦
日
本
は
そ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
か
。
先
に
骨
格
だ
け
確
認
し
た
通
り
、
高
山
の
敗
戦
日
本
へ
の
評
価
は
、
近
代
の
後
進
性
・
奇
形
性
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
高
山

は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
近
代
日
本
思
想
の
展
開
を
あ
と
づ
け
て
い
く
（
以
下
、『
文
化
国
家
』
七
○
頁
〜
）。

高
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
も
つ
近
代
の
後
進
性
は
遠
く
鎖
国
に
起
因
す
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
精
神
の
萌
芽
と
し
て
あ
っ
た
江
戸
町
人

の
意
識
は
、
鎖
国
に
よ
る
狭
隘
な
空
間
と
い
う
制
約
の
も
と
で
「
所
謂
市
民
社
会
の
精
神
」
に
ま
で
成
長
し
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
開
国

後
に
も
た
ら
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
精
神
、
特
に
近
代
特
有
の
倫
理
と
し
て
の
「
社
会
」
倫
理
の
発
達
は
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
で
、
旧
来
か
ら
の
倫
理
た
る
国
家
倫
理
・
個
人
倫
理
は
社
会
倫
理
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
古
き
忠
・
孝
の
倫
理

に
と
ど
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
右
は
、
忠
孝
一
致
の
道
徳
の
起
源
を
近
代
の
未
熟
に
求
め
る
典
型
的
な
理
解
と
言
っ
て
よ
い
。
と
は
い
え
、

（１４）
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高
山
も
第
一
次
大
戦
後
に
は
、
近
代
精
神
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
（
自
由
主
義
の
勃
興
、
政
党
政
治
の
成
立
）。
し
か

し
高
山
に
よ
る
と
、「
日
本
が
漸
く
欧
米
列
強
と
対
等
の
近
代
に
達
し
た
と
思
つ
た
瞬
間
、
こ
の
近
代
な
る
も
の
が
そ
の
ま
ゝ
で
は
持
続

し
難
い
歴
史
的
課
題
を
孕
め
る
近
代
で
あ
つ
た
」
と
い
う
（『
文
化
国
家
』
七
六
頁
）。
後
半
に
見
ら
れ
る
近
代
の
問
題
と
は
、
階
級
問
題

に
起
因
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
問
題
、
お
よ
び
そ
の
国
際
版
た
る
帝
国
主
義
・
植
民
地
支
配
を
指
し
て
い
る
。
後
に
見
る
通
り
、
高
山
は
こ

れ
ら
を
自
由
と
平
等
か
ら
な
る
近
代
原
理
そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
問
題
と
み
な
し
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
階
級
問
題
を
克
服
し
よ

う
と
し
、
か
つ
第
一
次
大
戦
後
の
日
本
の
思
想
界
を
席
巻
し
た
の
が
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
っ
た
。
高
山
は
こ
れ
を
念
頭
に
次
の
よ
う
に
言

う
。「
か
く
近
代
の
主
張
と
近
代
の
否
定
と
が
殆
ん
ど
同
時
に
見
ら
れ
た
と
い
ふ
珍
妙
な
現
象
は
、
畢
竟
す
る
に
日
本
の
後
進
性
よ
り
由

来
す
る
特
殊
現
象
に
他
な
ら
な
い
」（『
文
化
国
家
』
七
八
頁
）。
こ
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
が
近
代
の
否
定
思
想
と
し
て
登
場
し
て
い
る

点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
が
、
右
を
補
足
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
日
本
が
よ
う
や
く
近
代
（
自
由
主
義
）
を
謳
歌
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

き
、
当
の
近
代
（
自
由
主
義
）
は
そ
の
否
定
思
想
た
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
挑
戦
を
受
け
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

近
代
に
後
進
的
で
あ
る
こ
と
と
は
、
先
進
国
で
は
異
時
的
・
継
起
的
に
体
験
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
思
想
が
同
時
に
流
入
す
る
の
で
あ
っ
て
、

思
想
界
の
混
乱
は
不
可
避
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
、
明
治
以
来
の
欧
化
と
国
粋
と
い
う
問
題
が
加
わ
る
。
高
山
に
よ
る
と
、

欧
化
と
国
粋
と
い
う
二
つ
の
思
想
は
、
こ
れ
ま
た
近
代
に
後
進
的
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
の
も
と
で
十
分
に
綜
合
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ

れ
続
け
た
。
こ
の
問
題
は
後
進
性
の
短
縮
と
い
う
明
治
の
理
想
主
義
の
も
と
で
、
破
綻
に
至
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
て
い
た
が
、
後
進
性
の

短
縮
が
見
通
さ
れ
る
第
一
次
大
戦
後
、
両
者
の
内
面
的
な
亀
裂
が
生
じ
始
め
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
満
州
事
変
前
後
よ
り

（１５）
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国
粋
の
立
場
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
否
定
思
想
と
し
て
台
頭
し
て
い
っ
た
の
が
「
皇
道
哲
学
」（
日
本
主
義
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

は
皇
道
哲
学
の
跳
梁
も
、
近
代
の
後
進
性
か
ら
す
る
必
然
的
な
帰
結
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
近
代
思
想
は
左
右
の
挟
撃
に
遭
遇

す
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と
も
ど
も
皇
道
哲
学
に
よ
る
排
撃
を
受
け
、
以
降
、
皇
道
哲
学
が
日
本
の
思
想
界
に
君
臨

す
る
こ
と
に
な
っ
た

。

見
て
の
通
り
、
近
代
日
本
思
想
の
展
開
の
説
明
と
し
て
は
大
変
分
か
り
や
す
い
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
す
べ
て
が
「
近
代
」
思
想
を
軸

に
説
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
近
代
（
思
想
）
の
検
討
作
業
が
、
直
近
の
過
去

た
る
戦
争
末
期
の
状
況
を
振
り
返
る
な
か
で
行
わ
れ
た
点
で
あ
る
。

高
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
敗
戦
原
因
た
る
「
道
義
の
頽
廃
」
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
日
本
に
お
け
る
「
社
会
」
の
未
発
達
に
起
因
す
る

（
以
下
、『
文
化
国
家
』
一
○
九
〜
一
一
一
頁
）。
そ
し
て
そ
の
「
社
会
」
を
「
夷
狄
精
神
の
領
域
」
と
し
て
「
邪
悪
視
」
し
「
抹
殺
し
去

ら
う
」
と
し
た
の
が
皇
道
哲
学
だ
っ
た
。
高
山
に
よ
る
と
、
社
会
倫
理
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
国
家
倫
理
と
個
人
倫
理
は
、
戦

時
期
に
は
「
道
徳
的
昂
揚
と
道
徳
的
頽
廃
と
が
同
時
に
存
し
た
」「
二
重
人
格
性
」
と
し
て
現
れ
た
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
同
一
の
人
間
が

前
線
で
は
「
忠
勇
な
る
兵
士
」
で
あ
り
な
が
ら
、
銃
後
で
は
闇
な
ど
に
手
を
染
め
る
「
不
徳
義
」
を
な
す
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
高
山
の
言
う
「
道
義
の
頽
廃
」
と
は
道
義
の
欠
如
で
は
な
く
、
二
重
人
格
と
し
て
表
れ
る
抽
象
的
な
愛
国
と
露
骨
な
利
己
主
義
と
の

同
居
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
こ
と
が
自
覚
さ
れ
な
い
道
義
観
念
の
混
乱
で
あ
る
。
高
山
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
道
義
の
頽
廃
」

が
総
力
戦
体
制
の
構
築
を
阻
害
し
続
け
、
つ
い
に
は
敗
戦
の
原
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
「
戦
争
中
を
始
め
終
戦
期

（１６）
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に
我
々
の
眼
前
に
見
せ
つ
け
ら
れ
た
悲
痛
な
事
実
」
な
の
で
あ
っ
た
（『
文
化
国
家
』
六
一
頁
）。

以
上
の
よ
う
に
、
高
山
は
直
近
の
過
去
た
る
戦
争
末
期
の
経
験
か
ら
、
遡
及
的
に
日
本
の
近
代
を
問
い
、
再
度
の
近
代
化
と
い
う
命
題

を
導
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
の
近
代
化
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
総
力
戦
体
制
の
構
築
に
失
敗
し
た
と
い
う
経
験
か
ら
導
か
れ
た
も
の

だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
高
山
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
す
な
わ
ち
世
界
史
的
趨
勢
と
し
て
の
超
近
代
化
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
高

山
に
よ
る
と
、
近
代
化
の
努
力
だ
け
で
は
超
近
代
化
へ
と
進
む
先
進
国
と
の
間
で
再
び
「
後
進
性
の
距
離
」
が
生
じ
る
（『
文
化
国
家
』

序
、
三
頁
）。
よ
っ
て
、
近
代
化
と
同
時
に
超
近
代
化
も
要
請
さ
れ
る
。
両
者
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
は
し
ば
ら
く
お

く
と
し
て
、
高
山
は
次
の
よ
う
に
近
代
的
個
人
像
に
検
討
を
加
え
て
い
く
（
以
下
、『
文
化
国
家
』
三
三
〜
四
○
頁
）。

ま
ず
高
山
は
、
近
代
市
民
社
会
は
都
市
の
町
人
を
モ
デ
ル
に
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
見
解
に
依
拠
し
な
が

ら
、
そ
こ
で
中
核
と
さ
れ
る
価
値
が
自
由
（
な
交
換
）
と
平
等
（
な
契
約
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
自
由
の
追
求

た
る
自
由
競
争
が
必
ず
優
勝
劣
敗
を
生
じ
さ
せ
不
平
等
へ
と
帰
結
す
る
よ
う
に
、
両
者
は
論
理
的
に
矛
盾
す
る
関
係
に
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
高
山
に
よ
る
と
、
近
代
の
歴
史
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
両
者
の
矛
盾
を
歴
史
と
し
て
実
証
し
て
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
自
由
と
平
等
と
い
う
価
値
が
登
場
し
た
十
八
世
紀
は
、
新
世
界
へ
の
視
線
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
世
界
無
限
性
の
観

念
が
存
在
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
自
由
と
平
等
と
が
素
朴
に
一
致
す
る
と
の
前
提
は
、
そ
う
し
た
世
界
無
限
観
に
支
え
ら
れ

（１７）
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て
い
た
。
と
こ
ろ
が
列
強
に
よ
る
世
界
分
割
が
進
展
す
る
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
次
第
に
世
界
の
有
限
性
へ
の
自
覚
が
生
じ
、
だ
か
ら
こ

そ
占
有
（
所
有
）
の
観
念
が
発
生
し
、
争
奪
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
現
実
に
は
帝
国
主
義
と
植
民
地
支
配
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、「
世
界
無
限
性
の
思
想
は
先
進
近
代
帝
国
に
よ
る
世
界
分
割
の
進
展
と
共
に
漸
次
行
き
詰
ま
り
、
植
民
地
争
奪
の
帝
国
主
義
的
戦

争
と
共
に
そ
の
究
極
的
限
界
に
達
し
（
１９
）
た
」。
そ
し
て
、
そ
の
国
内
版
が
資
本
主
義
の
独
占
化
で
あ
り
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
階
級

問
題＝

社
会
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
山
に
お
い
て
は
帝
国
主
義
や
独
占
資
本
主
義
、
植
民
地
支
配
や
社
会
問
題
は
、
近
代
原
理

そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
必
然
的
な
帰
結
と
さ
れ
て
い
た
。
続
け
て
、
他
方
で
こ
う
し
た
自
由
が
も
た
ら
す
不
平
等
と
い
う
帰
結
に
対
し
、

も
う
ひ
と
つ
の
近
代
原
理
た
る
平
等
を
掲
げ
て
登
場
し
て
き
た
の
が
社
会
主
義
で
あ
っ
た
。
高
山
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
お
い
て
近
代
社
会

は
階
級
的
同
質
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
独
占
）
の
時
代
か
ら
階
級
的
異
質
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
対
立
）
の
時
代
へ
と
転
換
を

遂
げ
た
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
自
由
と
平
等
と
が
予
定
調
和
的
に
一
致
す
る
と
の
前
提
で
出
発
し
た
近
代
社
会
は
、
そ
の
到
達
点
で
異
な

る
様
相
を
呈
す
る
。
つ
ま
り
は
「
保
守
急
進
の
対
立
情
勢
は
近
代
社
会
の
終
末
期
に
当
然
の
現
象
」
な
の
で
あ
る
（『
文
化
国
家
』
三
七

頁
）。
そ
こ
で
は
も
は
や
自
由
主
義
や
政
党
政
治
と
い
っ
た
、
近
代
初
期
の
階
級
的
同
質
性
を
前
提
と
し
た
方
策
は
効
力
を
失
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
日
本
に
即
し
て
み
た
場
合
で
も
、「
満
州
事
変
前
の
近
代
思
想
に
復
帰
」
す
べ
し
と
の
巷
間
に
流
布
す
る
見
解
も
、
そ
れ
が
近
代

思
想
の
枠
内
に
あ
る
限
り
有
効
な
方
策
た
り
え
な
い
（『
文
化
国
家
』
六
四
頁
）。
つ
ま
り
高
山
に
よ
る
と
、
階
級
意
識
の
喚
起
に
よ
っ
て

提
起
さ
れ
た
「
社
会
問
題
の
蔵
す
る
深
刻
さ
は
近
代
的
秩
序
原
理
の
超
克
を
要
請
せ
ず
し
て
は
止
ま
ぬ
」
の
で
あ
っ
て
（『
文
化
国
家
』

七
七
頁
）、
自
由
と
平
等
を
中
核
と
し
た
近
代
原
理
そ
の
も
の
が
超
克
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（１８）
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で
は
ど
の
よ
う
に
超
克
す
る
の
か
（
以
下
、
断
り
な
い
限
り
『
文
化
国
家
』
一
五
六
〜
一
六
二
（
２０
）
頁
）。
高
山
に
よ
る
と
、
自
由
で
あ
れ

平
等
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
依
拠
し
た
自
由
主
義
で
あ
れ
共
産
主
義
で
あ
れ
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
人
間
像
が
共
通
し
て
い
る
点
で
、

い
わ
ば
近
代
の
「
双
児
」
で
あ
る
（『
文
化
国
家
』
四
三
頁
）。
そ
も
そ
も
先
の
よ
う
な
帝
国
主
義
的
戦
争
や
資
本
主
義
の
独
占
化
と
い
っ

た
闘
争
が
起
こ
る
の
は
、
世
界
の
有
限
性
が
意
識
さ
れ
な
が
ら
、
所
有
の
意
思
だ
け
は
無
限
で
あ
る
か
ら
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
自

我
無
限
性
・
自
我
絶
対
主
義
と
い
う
観
念
は
、
か
つ
て
教
会
権
威
や
封
建
社
会
か
ら
の
解
放
の
も
と
、
近
代
人
間
主
義
と
し
て
導
き
出
さ

れ
た
人
間
観
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
元
来
人
間
に
は
神
聖
不
可
侵
な
権
利
が
存
在
し
、
ま
た
存
在
す
べ
き
と
す
る
観
念
が
そ
れ
で
あ
る
。

高
山
に
よ
る
と
、
自
由
と
平
等
の
矛
盾
は
そ
の
よ
う
な
不
可
侵
な
権
利
を
求
め
て
相
互
に
競
争
（
闘
争
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
。
よ
っ
て
両
者
の
矛
盾
の
止
揚
は
、
そ
の
基
礎
に
存
在
す
る
近
代
的
人
間
像
の
超
克
に
よ
る
ほ
か
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
こ
か

ら
高
山
が
導
き
出
し
た
の
が
、
自
我
無
限
の
意
識＝
「
有
我
」
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
「
無
我
」
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
、
所
有
権
を
事
例
に
説
明
し
て
い
っ
た
の
が
、
先
に
も
登
場
し
た
分
有＝

総
有
論
な
の
で
あ
っ
た
（
以
下
、『
文
化
国

家
』
一
六
五
頁
〜
）。
高
山
に
よ
る
と
、
個
人
主
義
的
「
私
有
絶
対
」、
共
産
主
義
的
「
公
有
絶
対
」、
両
者
は
一
見
相
反
す
る
立
場
で
あ

り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
所
有
を
完
全
無
欠
な
単
一
の
主
体
が
独
占
す
べ
き
と
み
な
す
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
高
山
は
こ
れ
ら
に

対
し
、
第
三
の
所
有
形
態
を
主
張
す
る
。
例
え
ば
、
一
個
の
物
件
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
も
、
管
理
や
処
分
や
使
用
や
収
益
と
い
っ
た
具
合

に
所
有
権
は
質
的
に
分
割
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
現
実
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
形
で
分
割
し
て
存
在
し
て
お
り
、
総
合
し
て
一

つ
の
完
全
な
所
有
権
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
個
人
の
権
利
を
完
全
無
欠
で
神
聖
不
可
侵
な
も
の
と
し
て
追
求
し
て
い
く
態
度

（１９）
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こ
そ
が
、
所
有
を
め
ぐ
る
絶
え
無
き
競
争
（
闘
争
）
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
て
、
個
人
と
社
会
と
の
間
で
権
利
が
分
有
さ
れ
総
有
さ
れ
れ

ば
闘
争
は
回
避
さ
れ
平
和
が
保
障
さ
れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

明
ら
か
な
よ
う
に
、右
の
所
有
権
の
分
有＝

総
有
論
こ
そ
は
、先
に
は
国
家
主
権
の
社
会
へ
の
委
譲
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
高
山
が
「
無
我
は
国
内
社
会
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
に
於
て
も
、
即
ち
個
人
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
国
家
に
対
し
て
も
要
請
せ
ら
れ

（
２１
）
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
国
際
社
会
の
単
位
と
し
て
の
国
家
と
国
内
社
会
の
単
位
と
し
て
の
個
人
は
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
関
係
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
人
類
の
国
家
か
ら
の
解
放
と
す
ら
主
張
さ
れ
た
近
代
国
家
の
超
克
と
、
近
代
人
間
主
義
の
超
克
と
は
不
可
分
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
国
家
の
主
権
／
個
人
の
権
利
、
い
ず
れ
の
場
合
も
そ
の
委
譲
先
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
が
「
社
会
」
だ
っ
た
。
そ
れ
は
個

人
を
埋
没
さ
せ
る
前
近
代
的
な
共
同
体
（
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
）
で
も
、
国
家
と
対
抗
的
な
近
代
市
民
社
会
（
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
）
で
も

な
い
、
両
者
を
止
揚
し
た
第
三
の
「
社
会
」（
ま
さ
し
く
超
近
代
に
相
応
し
い
そ
れ
）
と
し
て
模
索
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
以
降
の
高
山

の
課
題
は
、
こ
の
第
三
の
「
社
会
」
に
哲
学
的
基
礎
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

（
２２
）
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
独
特
な
性
格
規
定
が
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
近
代
化
で
あ
れ
超
近
代
化
で
あ
れ
、
焦
点
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
国
家

で
も
な
く
個
人
で
も
な
く
、
実
に
「
社
会
」
で
あ
っ
た
。
既
に
若
干
検
討
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
の
「
社
会
」
を
主
題
化
さ
せ
た
契
機

こ
そ
、
高
山
に
お
け
る
戦
争
末
期
の
経
験
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
、
敗
戦
へ
と
向
か
う
戦
争
末
期
に
分
析
の
舞
台
を
移
し
、
広
く
高
山
が

直
面
し
て
い
た
問
題
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
「
社
会
」
が
焦
点
化
さ
れ
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
戦
争
末
期

が
戦
後
の
起
源
と
さ
れ
て
い
く
の
か
、
見
て
い
き
た
い
。

（２０）
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第
二
章

起
源
と
し
て
の
戦
争
末
期

１

観
念
右
翼
へ
の
認
識

後
年
の
進
歩
派
批
判
の
姿
か
ら
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、戦
争
末
期
の
高
山
は
観
念
右
翼
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
て
い
た
。よ
っ

て
高
山
も
ま
た
、
戦
中
期
右
翼
の
跳
梁
を
許
し
た
「
反
省
」
か
ら
戦
後
を
出
発
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
高
山
が
右
翼
か
ら

の
攻
撃
を
受
け
る
な
か
で
形
成
さ
れ
た
右
翼
認
識
は
、
戦
後
高
山
の
重
要
な
前
提
と
な
っ
て
い
く
。

ま
ず
、
観
念
右
翼
に
よ
る
攻
撃
の
様
相
を
時
系
列
で
確
認
し
て
い
こ
う
。
一
九
四
三
年
三
月
、
高
山
ら
が
日
米
開
戦
前
後
に
行
っ
た
三

つ
の
座
談
会
を
ま
と
め
た
共
著
『
世
界
史
的
立
場
と
日
本
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
右
翼
か
ら
の
攻
撃
が
本
格
化
す
る
の
は
、
こ
の
後
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
六
月
、
雑
誌
『
読
書
人
』
で
は
、
一
冊
ま
る
ご
と
使
っ
て
の
京
都
学
派
批
判
の
特
集
が
組
ま
れ
、
先
の
共
著
を
始
め
と
す
る

批
判
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
八
月
に
も
雑
誌
『
現
代
』
で
同
様
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
執
筆
陣
容
を
見
る
と
、
京
都
学

派
を
攻
撃
し
た
具
体
的
な
人
物
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
佐
藤
通
次
や
紀
平
正
美
、
三
井
甲
之
、
吉
田
三
郎
と
い
っ
た
大
日
本
言

論
報
国
会
メ
ン
バ
ー
や
文
部
省
教
学
局
官
僚
、
同
局
所
管
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
所
員
ら
が
そ
れ
で
あ
る
。
高
山
の
理
解
で
は
、
彼
等

は
陸
軍
と
結
合
し
て
い
（
２３
）
た
。
こ
の
頃
の
『
矢
部
貞
治
日
記
』
を
見
る
と
、
京
都
学
派
に
対
す
る
右
翼
の
攻
撃
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
一
九
四
三
年
八
月
六
日
の
条
で
は
、
高
山
と
同
じ
京
都
学
派
の
鈴
木
成
高
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
、「〔
大
日
本
言
論
報
国
会
の
〕
斉

藤
�
等
が
京
都
学
派
を
反
戦
論
者
と
し
て
告
発
す
る
用
意
を
し
て
ゐ
る
と
の
事
」
と
あ
る
。
高
山
ら
京
都
学
派
一
般
が
論
壇
か
ら
姿
を
消

し
て
い
く
の
も
、
こ
の
頃
で
あ
る
。
戦
前
期
高
山
の
最
後
の
論
考
は
『
中
央
公
論
』
一
九
四
三
年
八
月
号
で
あ
っ
た
（
や
が
て
雑
誌
そ
の

（２１）
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も
の
が
廃
刊
と
な
る
）。
た
だ
、
そ
の
後
も
右
翼
の
攻
撃
は
執
拗
に
続
い
た
と
見
ら
れ
、
つ
い
に
は
海
軍
が
京
都
学
派
擁
護
に
動
く
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
海
軍
省
調
査
課
は
野
村
重
臣
（
大
日
本
言
論
報
国
会
）
に
よ
る
雑
誌
『
読
書
人
』（
一
九
四
四
年
二
月
号
）
で

の
論
考
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
こ
で
の
「
中
央
公
論
に
屡
々
掲
載
さ
れ
た
京
都
学
派
の
諸
君
の
反
国
体
的
、
反
軍
的
、
敗
戦
的
評
論
が
物
議

を
醸
し
」
云
々
と
の
一
文
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
箇
所
と
内
容
を
明
示
す
る
よ
う
、
野
村
に
対
し
て
「
質
問
状
」
を
突
き
つ
け
て

い
（
２４
）
る
。
以
降
、
誌
上
で
の
京
都
学
派
攻
撃
は
鎮
静
化
し
た
よ
う
だ
が
、
個
人
的
な
攻
撃
は
続
い
た
よ
う
で
あ
（
２５
）
る
。

で
は
、
高
山
は
観
念
右
翼
を
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
た
の
か
。
敗
戦
直
後
、
高
山
は
右
翼
が
信
奉
し
た
と
こ
ろ
の
皇
道
史
観
を
、

国
史
の
独
断
的
・
信
仰
的
解
釈
お
よ
び
歴
史
の
非
世
界
史
的
見
方
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い

（
２６
）
る
。
と
り
わ
け
後
者
に
つ
い
て
は
、
京
都
学
派

が
掲
げ
た
「
世
界
史
的
立
場
」
が
主
体
性
の
欠
如
と
し
て
攻
撃
さ
れ
た
と
振
り
返
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
皇
国
を
世
界
史
的
立
場

よ
り
見
て
世
界
史
を
皇
国
の
立
場
よ
り
見
ざ
る
思
想
は
皇
道
に
徹
せ
ざ
る
不
逞
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
非
難
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
四

三
年
八
月
、
前
掲
雑
誌
上
で
、
高
山
批
判
を
展
開
し
た
田
中
忠
雄
に
即
し
て
見
て
み
よ
う
。
田
中
に
よ
る
と
、
高
山
の
立
場
は
「
国
史
を

離
れ
た
」
態
度
で
「
重
大
な
邪
念
の
兆
し
」
が
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
高
山
ら
の
標
榜
す
る
「
世
界
史
的
立
場
」
と
は
「
畢
竟
し
て
国
家

を
超
越
し
否
定
す
る
立
場
」
で
あ
り
、
現
に
高
山
は
「『
世
界
史
の
優
位
』
を
明
か
に
認
め
て
ゐ
る
」、
彼
等
が
共
栄
圏
理
念
に
活
路
を
求

め
る
の
も
「
自
己
の
態
度
を
合
理
化
せ
ん
が
た
め
」
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
（
２７
）
た
。
実
際
、
高
山
は
公
開
の
場
で
、「
八
紘
為
宇

と
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
か
」、「
私
も
解
ら
ぬ
と
い
ふ
外
は
な
い
」、「
世
界
を
家
と
な
す
と
い
ふ
通
説
」
で
は
「
物
足
ら
ず
不
十
分
だ
」

と
述
べ
て
い

（
２８
）

た
。
高
山
の
「
八
紘
為
宇
」
批
判
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
例
え
ば
「
京
都
ノ
高
山
氏
ガ
云
ツ
テ
ヰ
ル
様
ニ
八
紘
一

（２２）
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宇
観
念
ガ
超
歴
史
的
意
味
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
セ
バ
、
之
ヲ
特
ニ
東
亜
ニ
限
定
ス
ル
ハ
不
可
解
デ
ア
リ
、
全
世
界
ニ
及
ボ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
ニ

ナ
（
２９
）
ル
」
と
い
っ
た
形
で
、
他
の
論
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
八
紘
一
宇
で
は
東
亜
の
原
理
は
説
明
で
き
ず
、
結
局
全

世
界
に
支
配
を
及
ぼ
す
帝
国
主
義
理
念
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
戦
後
、
再
び
高
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
（
３０
）
る
。
世

界
を
国
史
の
延
長
と
し
て
捉
え
る
独
断
的
な
歴
史
認
識
こ
そ
「
皇
道
史
観
の
致
命
傷
」
で
あ
り
、
世
界
を
家
の
連
続
的
拡
張
と
考
え
た

「
八
紘
一
宇
論
の
根
本
誤
謬
」
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
歴
史
を
単
に
信
仰
の
対
象
」
と
す
る
態
度
は
、
あ
た
か
も
国
史
と
修
身

の
教
科
書
と
を
混
交
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
僅
か
な
期
間
で
も
一
国
の
教
学
方
針
を
な
し
た
こ
と
は
「
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
現
象
」

で
あ
っ
た

。

重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
観
念
右
翼
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
戦
争
末
期
の
高
山
が
直
面
し
て
い
た
課
題
、
す
な
わ
ち
総
力
戦
体
制
構
築

を
阻
害
す
る
要
因
の
分
析
か
ら
導
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
戦
後
の
言
説
の
ほ
う
か
ら
見
て
い
こ
う
（
以
下
、『
文
化

国
家
』
一
八
六
頁
〜
）。
高
山
に
よ
る
と
、
観
念
右
翼
の
思
考
は
平
時
と
戦
時
の
時
間
的
相
違
を
無
視
し
、
思
想
を
現
実
的
な
地
盤
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
純
粋
思
想
と
し
て
の
み
捉
え
よ
う
と
す
る
。
よ
っ
て
何
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
還
元
し
て
思
想
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
総
力
戦
体
制
に
不
可
欠
な
統
制
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
無
関
係
に
現
実
と
し
て
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
統

制
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
共
産
主
義
と
同
義
と
み
な
す
立
場
で
あ
る
。
反
対
に
、
生
産
能
率
向
上
の
た
め
に
必
要
な
自
発
性
喚
起
と
い
う

文
脈
で
あ
っ
て
も
「
自
由
を
許
せ
ば
自
由
主
義
と
な
り
、
こ
れ
は
反
国
体
的
思
想
と
な
る
か
ら
不
可
」（『
文
化
国
家
』
一
九
○
頁
）
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
高
山
は
敗
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
三
月
の
時
点
で
、
右
と
同
様
な
右
翼
の
思
考
パ
タ
ー
ン
に
触
れ
、
自
由
主
義
の
本
家

（２３）
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た
る
米
英
で
さ
え
国
家
統
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
共
産
主
義
国
家
の
ソ
連
で
さ
え
自
由
政
策
が
加
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根

拠
に
批
判
し
て
い

（
３１
）
る
。
と
同
時
に
、
そ
こ
で
高
山
は
「
同
じ
皇
道
経
済
の
名
の
下
に
自
由
経
済
の
擁
護
と
殆
ど
共
産
主
義
に
近
い
思
想
と

が
主
張
せ
ら
れ
（
３２
）
た
」、
と
の
奇
妙
な
現
象
に
触
れ
て
い
る
。
右
は
、
現
在
の
研
究
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
革
新
右
翼
と
観
念
右
翼
に
そ
れ

ぞ
れ
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
統
制
経
済
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
総
力
戦
体
制
の
構
築
を
目
指
す
革
新
右
翼
と
、
進
行
す
る
統
制
の
な

か
に
社
会
主
義
化
へ
の
兆
候
を
見
て
取
り
、
自
由
主
義
経
済
派
と
提
携
す
ら
し
た
観
念
右
翼
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
高
山
に

お
い
て
は
、
両
者
は
並
列
さ
れ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
高
山
は
再
び
こ
れ
に
触
れ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（『
文
化
国
家
』
九
四
〜
九
七
頁
）。
す
な
わ
ち
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
剰
な
右
翼
思
想
は
思
想
の
排
撃
作
用
と
し
て
の
み
強
力
で
、

内
実
は
全
く
空
虚
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
常
に
そ
れ
を
外
部
か
ら
充
填
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ナ
チ
ズ
ム
で
あ
り
共
産
主

義
で
あ
り
、
は
た
ま
た
日
本
の
古
代
思
想
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
「
天
皇
共
産
主
義
が
唱
へ
ら
れ
た
り
、
又
逆
に
帝
国
憲
法
を
楯
に
私
有

権
絶
対
こ
そ
皇
道
な
り
と
い
ふ
主
張
が
出
さ
れ
た
り
し
た
」（『
文
化
国
家
』
一
八
八
〜
一
八
九
頁
）

。
要
す
る
に
、
両
者
は
と
も
に

思
想
的
な
「
規
準
」
が
不
在
な
点
で
は
同
質
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、
高
山
に
お
け
る
観
念
右
翼
に
対
す
る
認
識
を
、
そ
の
整
理
が
つ
い
た
敗
戦
前
後
の
言
説
か
ら
見
て
き
た
。
し
か
し
先
に
も
示
し

て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
敗
戦
が
接
近
す
る
状
況
の
な
か
で
、
い
か
に
総
力
戦
体
制
を
構
築
す
る
か
と
い
う
課
題
か
ら
導
か
れ
た
も

の
だ
っ
た
。
以
下
で
は
、
観
念
右
翼
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
高
山
が
総
力
戦
体
制
の
阻
害
要
因
を
ど
の
よ
う
に
診

断
し
て
い
た
の
か
、
敗
戦
に
至
る
ま
で
継
続
的
に
作
成
さ
れ
た
、
高
山
の
国
策
に
関
す
る
文
書
の
検
討
を
通
じ
て
見
て
い
き
た
い
。

（２４）
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２

敗
戦
の
接
近
と
戦
後
イ
メ
ー
ジ

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
高
山
の
国
策
に
関
す
る
文
書
は
一
九
四
四
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
マ
リ
ア
ナ
海
戦
・
サ
イ
パ
ン
陥
落

以
降
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
出
発
点
た
る
文
書
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
モ
書
き
が
あ
る
。「『
マ
リ
ア
ナ
』
戦
局
ヲ
廻
ツ
テ
大
東
亜

戦
争
ハ
後
半
期
ニ
入
リ
タ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
、
戦
争
性
格
ノ
変
（
３３
）
化
」。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
右
文
書
に
先
立
つ
矢
部
貞
治
と
の
共
同
作
成

文
書
で
も
確
認
で
き
る
。「『
マ
リ
ア
ナ
』
会
戦
ノ
段
階
ヲ
以
テ
大
東
亜
戦
争
ニ
前
期
後
期
ヲ
画
シ
…
…
」、「
強
靱
ナ
ル
抗
戦
ヲ
継
続
シ
、

敵
ノ
困
憊
ヲ
導
ク
コ
ト
絶
対
ニ
不
可
能
ナ
リ
ト
言
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ
ノ
新
シ
キ
戦
争
性
格
ヲ
把
握
シ
…
（
３４
）

…
」。
前
・
後
期
と
も
、
そ
れ
ほ

ど
明
確
な
戦
争
性
格
の
規
定
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
が
戦
争
性
格
の
再
定
義
を
要
請
す
る
ま
で
に
画
期
と

さ
れ
て
い
た
点
は
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
一
九
四
四
年
六
月
の
高
山
文
書
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
確
認
で
き
る
。「
今
次
ノ
戦
争
ニ
依

リ
日
本
人
ハ
現
状
ノ
儘
ニ
テ
ハ
決
シ
テ
全
般
的
ニ
優
秀
ナ
ル
民
族
ニ
非
ズ
。
即
チ
未
ダ
到
底
世
界
的
舞
台
ニ
立
ツ
迄
ニ
到
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ

リ
シ
事
ガ
実
証
サ
レ
タ
リ
ト
云
フ
ベ
（
３５
）
ク
」。
最
後
の
「
世
界
的
舞
台
」
云
々
と
は
、
日
米
開
戦
前
後
の
座
談
会
で
語
ら
れ
た
、
世
界
史
を

転
換
さ
せ
る
主
体
と
し
て
の
日
本
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
山
は
、
実
際
の
敗
戦
よ
り
も
か
な
り
前
の
段
階
で
、
日
本
の
そ
れ
か

ら
の
脱
落
を
見
て
取
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
で
話
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
以
下
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
高
山
は
日
本
劣
勢
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
飛
ん
で
一
九
四
五
年
七
月
段
階
の
文
書

に
な
る
と
ク
リ
ア
ー
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
思
フ
ニ
日
本
ガ
今
日
ノ
事
態
ニ
立
到
リ
タ
ル
原
因
ハ
�
社
会
�
ガ
日
本
ニ
於
テ
発

（２５）
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達
セ
ズ
」、
そ
の
こ
と
で
「
民
ノ
創
意
、
自
発
性
ガ
阻
害
セ
ラ
レ
、
結
局
、
総
力
戦
タ
ル
ベ
キ
本
戦
争
ガ
単
一
、
武
力
戦
ニ
終
リ
タ
ル
」
こ

と
に
よ
る
、
と
い

（
３６
）
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
劣
勢
は
総
力
戦
体
制
の
構
築
に
失
敗
し
続
け
た
こ
と
、
そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
社
会
」
の

未
発
達
に
由
来
す
る
、
と
の
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
社
会
」
こ
そ
明
治
以
後
に
登
場
す
る
近
代
固
有
の
領
域
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
よ
う
な
「
社
会
」
を
徹
底
的
に
排
除
し
て
き
た
存
在
が
右
翼
で
あ
っ
（
３７
）
た
。
高
山
に
よ
る
と
、「
戦
時
に
際
し
て
戦
力
化
せ
ら
る
べ
き
国

力
の
大
半
が
こ
の
社
会
に
存
す
る
事
実
は
何
人
も
否
定
で
き
」
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
日
本
精
神
論
者
」
は
「『
社
会
』
の
存
立
性
さ

へ
認
め
ず
、
…
…
い
は
ば
米
英
精
神
の
領
域
と
し
て
た
だ
排
除
」
し
て
き
た
。
結
果
、「
一
面
で
滅
私
奉
公
を
口
に
し
な
が
ら
多
面
で
私

利
私
欲
に
走
り
、
人
前
で
は
愛
国
を
説
き
な
が
ら
蔭
で
は
平
然
闇
を
行
ふ
如
き
精
神
分
裂
態
を
生
ず
る
に
至
つ
た
」

。
最
後
は
、
第

一
章
で
見
た
敗
戦
直
後
の
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』
の
記
述
に
そ
の
ま
ま
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
高
山
が
敗
戦
を
意
識
す
る
に
至
っ
て
も
終
戦
へ
と
論
を
転
換
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
む
し
ろ
最

後
ま
で
継
戦
に
固
執
す
る
立
場
か
ら
、
総
力
戦
体
制
の
構
築
を
目
指
し
続
け
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
右
翼
が
問
題
と
し
て
登
場
す
る
の
で

あ
る
。

高
山
は
サ
イ
パ
ン
陥
落
直
後
の
段
階
で
、
来
る
べ
き
日
本
国
内
の
混
乱
を
予
想
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
想
定
さ
れ
て
い
た
の
が
、「
所

謂
観
念
的
右
翼
ヲ
主
体
ト
ス
ル
動
（
３８
）
乱
」
で
あ
っ
た
。
高
山
に
よ
る
と
、
彼
等
は
「
対
外
戦
ヨ
リ
モ
寧
ロ
対
内
戦
、
国
内
思
想
戦
ヲ
主
眼
」

と
し
、
極
端
な
も
の
は
「
戦
争
ノ
勝
敗
ハ
第
二
義
的
ノ
モ
ノ
ニ
不
過
、
第
一
義
的
ナ
ル
事
ハ
国
内
体
制
ノ
変
革
」
に
あ
る
。
観
念
右
翼
の

言
う
と
こ
ろ
の
思
想
戦
が
、
実
の
と
こ
ろ
戦
争
の
勝
敗
と
は
無
関
係
な
自
己
目
的
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
は
、
自
ら
排
撃
を

（２６）
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受
け
た
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
高
山
の
想
定
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
。
高
山
は
続
け
て
言
う
。
と

は
い
え
、「
現
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ノ
者
ハ
大
部
分
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
ノ
洗
礼
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
…
…
結
局
此
ノ
間
ヲ
利
シ
左
翼
的

ナ
ル
傾
向
ガ
浸
潤
シ
漸
次
右
翼
ニ
ト
ツ
テ
代
ル
事
ト
ナ
ラ
ン
」。
つ
ま
り
は
、
右
翼
の
動
乱
が
眠
っ
て
い
た
左
翼
思
想
を
呼
び
起
こ
す
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
高
山
が
見
る
と
こ
ろ
、
左
翼
は
運
動
と
し
て
は
と
も
か
く
思
想
と
し
て
は
屈
服
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
右
翼
思
想

（
皇
道
哲
学
）
が
排
撃
作
用
を
も
つ
だ
け
で
何
ら
内
実
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
現
在
ノ
四
、
五
○
年
層
ヨ

リ
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
的
気
分
ヲ
一
掃
ス
ル
ハ
到
底
不
可
能
ナ
ル
事
ニ
留
意
ス
ル
ノ
要
ア
（
３９
）
リ
」
と
さ
れ
る
。
以
上
は
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
直
後
の

時
点
で
次
の
よ
う
に
図
式
化
さ
れ
て
い
（
４０
）
る
。「
右
翼
ノ
直
接
行
動
／
社
会
革
命
的
ナ
モ
ノ
へ
発
展
（
左
翼
ノ
便
乗
）→

内
乱
…
…
抗
戦
力
破

壊
」。
よ
っ
て
、
高
山
は
「
皇
道
ニ
名
ヲ
借
リ
タ
ル
空
虚
ナ
観
念
ノ
空
廻
リ
ハ
即
座
ニ
止
メ
」
る
よ
う
主
張
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
左

翼
ノ
乗
ズ
ル
処
ト
ナ
ル
危
険
」
が
あ
る
か
ら
だ
っ
た
。

で
は
、
な
ぜ
高
山
は
左
翼
思
想
が
広
範
な
力
を
持
ち
う
る
と
見
て
い
る
の
か
。
高
山
は
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
以
前
の
一
九
四
四
年
二
月
の

段
階
で
、「
敗
戦
意
識
」
を
主
題
と
し
た
考
察
を
行
っ
て
い
（
４１
）
る
。
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
は
、
一
般
社
会
に
瀰
漫
し
て
い
る
「
敗
戦

意
識
」
な
る
も
の
は
、
共
産
主
義
に
基
づ
く
積
極
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
例
え
ば
食
糧
問
題
と
い
っ
た
卑
近
な
レ
ベ
ル
で
日
々
生
じ
て
い

る
「
不
平
等
或
ハ
不
公
平
テ
フ
正
義
感
ノ
問
題
」
に
由
来
す
る
「
厭
戦
感
情
」、
あ
る
い
は
「
戦
争
終
結
ノ
希
望
」
と
い
っ
た
消
極
的
な

そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
正
義
感
に
依
拠
す
る
不
公
平
感
こ
そ
、
左
翼
思
想
の
共
鳴
盤
と
い
う
わ
け
だ
が
、
右
で
確
認
で
き
る
の
は
、
総

力
戦
が
も
た
ら
す
平
準
化
作
用
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
が
実
際
に
は
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
で
生
ず
る
格
差
へ
の
不
満
、
ひ
い
て
は
戦
争
か

（２７）
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ら
の
離
脱
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
現
状
（
ま
さ
に
「
敗
戦
意
識
」）
へ
の
診
断
で
あ
（
４２
）
る
。
高
山
は
、
一
九
四
五
年
七
月
に
な
る
と
さ
ら
に

論
を
進
め
て
、
い
ず
れ
社
会
的
思
想
的
混
乱
は
必
ず
起
こ
り
、
ひ
い
て
は
「
共
産
主
義
的
革
命
ニ
転
移
ス
ル
事
火
ヲ
睹
ル
ヨ
リ
明
」
ら
か

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
思
想
と
し
て
の
共
産
主
義
が
、
一
般
社
会
に
蓄
積
さ
れ
た
「
社
会
的
不
平
（
食
糧
ヲ
中
心
ト
ス
ル
思
想
的

社
会
的
不
満
）」
と
結
合
す
る
か
ら
だ
っ
（
４３
）
た
。

よ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
高
山
が
提
言
す
る
の
が
「
カ
ヽ
ル
事
態
ノ
発
生
前
ニ
於
テ
革
新
ノ
行
ハ
ル
ヽ
事
」、
す
な
わ
ち
「
下
ヨ
リ
ノ
革
命
」

を
先
取
り
す
る
「
上
カ
ラ
ノ
革
命
」
で
あ
（
４４
）
る
。
高
山
は
そ
れ
を
「
革
新
」
と
称
し
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
戦
後
当
然
進
ム
ベ
キ
�
社

会
化
�
ノ
方
向
ヲ
予
見
シ
テ
…
…
手
ヲ
打
ツ
テ
オ
（
４５
）
ク
」。
す
な
わ
ち
、
高
山
の
い
う
「
革
新
」
と
は
「
社
会
化
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
戦
後
世
界
が
当
然
進
む
べ
き
歴
史
の
趨
勢
と
も
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
表
現
こ
そ
「
社
会
化
」
で
あ
る

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
で
は
な
い
が
ソ
ー
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
（
４６
）
に
、
明
確
に
社
会
主
義
化
を
意
味
し
て
い

た
。
高
山
は
「
社
会
化
」
が
歴
史
の
趨
勢
で
あ
る
事
情
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
（
４７
）
る
。
す
な
わ
ち
、
大
戦
後
の
世
界
の
指
導

国
は
米
・
ソ
と
予
想
さ
れ
る
以
上
、
世
界
が
双
方
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
も
「
結

局
ハ
ソ
連
的
ノ
モ
ノ
ガ
優
勢
ヲ
来
ス
ベ
シ
」
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、「
米
ハ
近
代
的
Pr
〔
問
題
〕
ヲ
未
ダ
解
決
シ
居
ラ
ズ
」、
そ
れ
に
対

し
「
近
代
ニ
於
テ
新
シ
ク
生
起
セ
ル
所
謂
社
会
Pr
〔
問
題
〕
ニ
対
シ
、
ソ
連
ハ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
テ
フ
一
方
法
ニ
依
リ
一
応
解
答
ヲ
與

ヘ
タ
ル
国
家
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
高
山
は
「
今
後
世
界
ノ
動
向
ガ
ソ
連
的
ナ
ル
モ
ノ
ニ
向
フ
ハ
必
然
的
ナ
リ
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、「
社
会
化
」
が
世
界
的
趨
勢
と
さ
れ
る
の
は
、
近
代
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
社
会
問
題
へ
の
解
決

（２８）
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策
と
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
、
こ
の
文
書
の
趣
旨
は
あ
く
ま
で
日
本
の
共
産
主
義
革
命
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
り
、「
ソ
連
ノ
如
キ
極
端
ナ
ル
行
キ
方
」
が

否
定
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
そ
こ
で
高
山
が
持
ち
出
す
の
が
「
英
国
ノ
行
キ
方
」
で
あ
（
４８
）
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
英
ノ
今
回

ノ
改
革
」
と
は
、
今
検
討
し
て
い
る
高
山
文
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
、
一
九
四
五
年
七
月
に
成
立
し
た
ば
か
り
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
・
ア
ト

リ
ー
内
閣
に
よ
る
、
基
幹
産
業
の
国
営
化
政
策
の
こ
と
を
指
す
。
高
山
の
世
界
動
向
に
対
す
る
嗅
覚
は
相
当
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
高
山
は
、「
ソ
ノ
行
キ
方
ニ
新
ク
社
会
化
ノ
方
向
ヲ
ト
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
英
ノ
今
後
ノ
方
向
推
定
サ
ル
ベ
シ
」
と
見
て
い
る
。
つ
ま

り
は
、
資
本
主
義
の
最
先
進
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
さ
え
「
社
会
化
」
と
い
う
新
た
な
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
高
山
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
社
会
化
」
と
は
、
同
時
代
の
世
界
的
な
潮
流
と
し
て
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
よ
っ
て
「
我
国
ニ
於
テ
モ

同
様
ニ
…
…
社
会
化
ト
イ
フ
必
然
的
方
向
ヲ
ト
ル
ベ
キ
」
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
（
４９
）
る
。

資
本
主
義
の
社
会
化
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
・
ア
ト
リ
ー
内
閣
へ
の
視
線
に
つ
い
て
は
後
に
再
び
検
討
し
た
い
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
高
山
に
お
い
て
は
「
社
会
化
」
と
は
英
国
を
も
含
ん
だ
同
時
代
の
世
界
的
な
趨
勢
と
し
て
あ
り
、
同
時
に
近
代
原
理

が
も
た
ら
す
社
会
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
さ
に
近
代
を
超
克
す
る
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
歴
史
の
趨
勢

で
あ
る
限
り
は
、
再
び
だ
が
日
本
の
敗
戦
と
は
無
関
係
に
戦
後
に
も
継
承
さ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
連
合
国
軍
に
よ
る
占
領
改
革
で
さ

え
も
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
高
山
は
、
財
閥
解
体
や
農
地
改
革
を
取
り
挙
げ
て
、「
そ
の
内
容
を
世
界
史

的
観
点
よ
り
見
る
と
き
、
最
早
や
近
代
的
の
秩
序
思
想
を
以
て
は
解
し
得
な
い
斬
新
さ
を
、
換
言
す
れ
ば
近
代
の
水
準
を
超
越
せ
る
新
し

（２９）
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き
秩
序
思
想
を
蔵
せ
る
」
も
の
と
評
価
し
て
い
る
（『
文
化
国
家
』
六
五
頁
）。
同
様
な
評
価
は
オ
ー
プ
ン
媒
体
で
は
な
い
外
務
省
宛
の
文

書
で
も
確
認
で
き
る
と
す
れ

（
５０
）
ば
、
必
ず
し
も
占
領
軍
の
検
閲
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
評
価
も
、
占
領
改
革
そ
れ
自
体

の
分
析
か
ら
導
か
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、フ
レ
ー
ム
先
行
型
の
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。別
の
箇
所
で
は
占
領
改
革
に
つ
い
て
、「
米

国
的
方
式
以
上
の
も
の
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（『
文
化
国
家
』
二
○
六
頁
）。
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
た
ち
を
念
頭
に
お
く
と
確
か
な
指
摘

な
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
近
代
（
自
由
主
義
）
の
代
表
格
た
る
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
、
古
典
的
な
近
代
か
ら
脱
す
る
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー

ゼ
が
進
行
中
、
と
の
主
張
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
て
戦
争
末
期
以
来
、
日
本
が
世
界
史
的
勢
力
と
し
て
の
地
位
か
ら
脱
落
し
て
い
く
な
か
、「
近
代
の
超
克
」
論
は
そ
れ
が
無
く

と
も
主
張
可
能
な
、
資
本
主
義
の
社
会
化
と
し
て
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
に
よ
ら
な
い
資
本
主
義
の
超
克
を
目
指
す
も
の
と
し
て
再
措
定

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
だ
か
ら
こ
そ
、
敗
戦
を
ま
た
い
で
も
な
お
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
敗
戦
直
後
、
高
山
は
日
本
が
抱

え
た
問
題
に
つ
い
て
、
問
題
そ
の
も
の
と
し
て
は
世
界
史
的
意
義
が
あ
る
と
案
の
定
、
述
べ
て
い
る
。
高
山
に
よ
れ
ば
、「
日
本
の
道
は

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
革
命
と
の
中
道
乃
至
綜
合
的
立
場
を
開
拓
す
る
如
き
地
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
い
（
５１
）
う
。

近
代
化
（
前
者
）
と
超
近
代
化
（
前
者
と
後
者
の
綜
合
）
の
同
時
遂
行
を
言
い
換
え
た
も
の
だ
が
、
高
山
は
こ
こ
か
ら
、
仮
に
日
本
が
資

本
主
義
と
共
産
主
義
を
止
揚
し
た
「
斬
新
な
社
会
経
済
秩
序
」
を
創
造
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
一
転
し
て
「
世
界
史
的
課
題
を
解
決
す

る
範
例
を
示
す
」
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
。明
ら
か
に
敗
戦
日
本
が
置
か
れ
た
境
遇
を
逆
手
に
と
る
も
の
だ
が
、再
措
定
さ
れ
る
に
至
っ

た
「
近
代
の
超
克
」
論
に
、
か
つ
て
の
世
界
史
的
勢
力
と
し
て
の
地
位
は
必
要
な
い
。
む
し
ろ
超
近
代
世
界
た
る
大
戦
後
の
世
界
で
は
、

（３０）
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主
権
に
体
現
さ
れ
る
権
力
は
無
意
味
化
し
て
い
る
（
第
一
章
）。
資
本
主
義
の
社
会
化
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
に
よ
ら
な
い
資
本
主
義
の

超
克
こ
そ
、
超
近
代
世
界
に
相
応
し
い
世
界
史
的
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
、
こ
の
後
す
ぐ
に
訪
れ
る
米
ソ
冷
戦
と
い
う
、
ま

さ
し
く
世
界
史
的
課
題
を
解
決
す
る
方
策
と
し
て
、
さ
ら
な
る
意
義
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
（
５２
）
る
。

３

敗
戦
と
い
う
契
機
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
戦
中
期
以
来
の
「
近
代
の
超
克
」
論
は
、
戦
争
末
期
に
再
措
定
さ
れ
る
こ
と
で
戦
後
に
も
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
今
度
は
現
実
に
迎
え
た
敗
戦
が
、
高
山
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
契
機
と
し
て
あ
っ
た
の
か
と
い
う

問
題
が
浮
上
す
る
。
先
取
り
す
れ
ば
、
高
山
の
主
張
が
一
貫
し
て
い
た
の
は
、
信
念
の
強
さ
と
い
う
よ
り
、
論
理
必
然
的
に
戦
後
に
継
承

さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
ず
、
海
軍
省
や
大
東
亜
省
で
活
動
を
と
も
に
し
た
矢
部
貞
治
も
含
め
、
高
山
が
最
後
ま
で
徹
底
抗
戦
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
お
こ

（
５３
）
う
。
例
え
ば
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
直
後
の
高
山
文
書
で
は
、「
徹
底
抗
戦
／
和
平
ア
リ
得
ズ
」
と
強
く
確
認
さ
れ
て
い
（
５４
）
る
。
ま
た
右

文
書
に
は
、
東
条
首
相
の
引
責
辞
任
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
元
と
な
っ
て
い
る
文
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
終
戦
工
作
と
し
て
で
は

全
く
な
く
て
、
反
対
に
戦
争
指
導
を
め
ぐ
る
疑
念
が
右
翼
の
動
乱
を
招
き
、
そ
れ
が
左
翼
を
呼
び
起
こ
し
、
も
っ
て
抗
戦
力
が
殺
が
れ
、

継
戦
不
能
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
（
５５
）
た
。
さ
ら
に
飛
ん
で
、
ド
イ
ツ
降
伏
後
の
一
九
四
五
年
五
月
末
に
至
っ
て
も
な
お
、
真
の
総
力
戦
体
制
が

構
築
さ
れ
れ
ば
「
未
だ
絶
望
に
非
ず
」
と
い
う
形
で
国
民
指
導
を
行
う
よ
う
提
言
さ
れ
て
い

（
５６
）

る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
態
を
指
し
て
い

（３１）
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る
か
不
明
だ
が
、
高
山
の
文
書
に
終
戦
工
作
は
選
択
肢
と
し
て
登
場
し
な
い
。

で
は
、
高
山
が
継
戦
に
固
執
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
無
署
名
だ
が
高
山
の
作
成
関
与
は
間
違
い
な
い
、
一
九
四
五
年
七
月
頃
の
文
書
で
は
、

敗
戦
陣
営
・
和
平
陣
営
・
抗
戦
陣
営
と
の
分
類
で
、
当
該
段
階
で
の
思
想
状
況
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
（
５７
）
る
。
高
山
自
身
の
立
場
は
、
そ

の
な
か
で
記
さ
れ
た
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
将
来
ノ
日
本
民
族
精
神
ノ
振
起
ヲ
促
ス
為
ニ
モ
刀
折
レ
矢
尽

キ
ル
迄
抗
戦
シ
、
然
ル
後
和
平
ノ
段
階
ニ
入
ル
ベ
シ
ト
ナ
ス
」、
あ
る
い
は
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
「
国
家
民
族
ノ
完
全
ナ
ル
滅
亡
ニ
導

ク
焦
土
抗
戦
ハ
不
可
ナ
ル
モ
、
国
家
民
族
ノ
再
興
ノ
為
ニ
ハ
国
家
総
力
ヲ
飽
ク
迄
戦
力
化
シ
テ
抗
戦
ヲ
持
続
ス
ル
要
ア
リ
ト
ナ
ス
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
本
文
書
自
体
の
主
張
は
「
国
民
ヲ
シ
テ
和
平
論
ノ
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
理
由
ヲ
真
ニ
納
得
セ
シ
ム
ル
如
ク
指
導
ス
ル

ヲ
要
ス
」
と
い
う
も
の
で
、
右
の
立
場
と
符
合
す
る
。
さ
ら
に
右
の
文
書
に
表
れ
て
い
た
、
戦
後
再
建
の
た
め
に
こ
そ
最
後
ま
で
抗
戦
す

る
と
の
見
解
も
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
直
後
に
作
成
さ
れ
た
矢
部
・
高
山
の
共
同
文
書
の
な
か
で
「
刀
折
レ
矢
尽
ク
ル
迄
…
…
」、「
将
来
再
ビ

名
誉
ア
ル
民
族
ノ
再
起
可
能
ト
ナ
ル
ナ
リ
…
…
」
と
い
っ
た
表
現
と
併
せ
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
（
５８
）
る
。

重
要
な
の
は
、
継
戦
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
一
貫
し
て
真
の
総
力
戦
体
制
の
構
築
の
必
要
が
説
か
れ
る
点
で
あ
る
。
逆
か
ら
言
え
ば
、

総
力
戦
体
制
は
今
も
っ
て
不
在
と
の
指
摘
が
終
始
な
さ
れ
続
け
る
。
例
え
ば
、
先
に
見
た
ド
イ
ツ
降
伏
直
後
の
文
書
の
な
か
で
さ
え
も
、

「
真
の
決
戦
態
勢
即
ち
真
の
総
力
戦
体
制
の
完
備
」
が
主
張
さ
れ
て
い
（
５９
）
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
右
の
文
書
で
は
「
全
く
新
し
き
構
想
の
下

に
全
面
的
な
る
革
命
的
改
革
」
を
計
る
こ
と
よ
り
も
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
「
国
力
の
戦
力
化
へ
の
阻
害
力
」
を
一
つ
一
つ
排
除
す
る
こ

と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
期
に
及
ん
で
採
り
う
る
方
策
は
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
高
山
の
な
か

（３２）
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で
総
力
戦
体
制
構
築
の
阻
害
要
因
が
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
明
確
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
実
際
、
こ
こ
で
克
服
す
べ
き
課

題
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
た
の
は
、平
時
と
戦
時
の
時
間
的
相
違
を
無
視
す
る
感
覚
や
皇
道
主
義
に
名
を
か
り
た
国
内
一
致
の
阻
害
な
ど
、

い
ず
れ
も
高
山
が
従
来
か
ら
指
摘
し
て
き
た
問
題
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
前
後
に
作
成
さ
れ

た
高
山
文
書
「
日
本
の
自
己
革
新
」（
後
述
）
を
経
て
、
敗
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
の
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』
に
ま
で
継
承
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。
実
際
、
一
連
の
文
書
で
指
摘
さ
れ
続
け
た
問
題
の
記
述
法
を
見
て
い
く
と
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
直
後
の
文
書
の
な
か
で
箇

条
書
き
と
し
て
登
場
し
た
も
の
が
、
漸
次
肉
付
け
さ
れ
る
格
好
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
て
い
（
６０
）
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
以
降
、
総
力
戦
体
制
構
築
の
阻
害
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
続
け
た
問
題
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
敗
戦

要
因
と
し
て
措
定
さ
れ
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
敗
戦
間
際
に
作
成
さ
れ
、「
敗
戦
の
書
」
と
名
付
け
ら
れ
た
海
軍
省
調
査
課
「
戦
争
指

導
の
反
省
」
は
、
具
体
的
な
執
筆
者
名
こ
そ
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
や
表
現
か
ら
し
て
高
山
が
一
部
を
担
当
し
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
。
そ
こ
で
は
、
明
治
以
来
、
日
本
国
民
に
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
近
代
的
使
命
」
た
る
「
社
会
的
倫
理
」
の
発
達
は
結
局
不
首

尾
に
終
わ
り
、
そ
れ
が
「
銃
後
に
於
け
る
営
利
追
求
」
と
「
前
線
の
特
攻
精
神
」
と
を
現
実
に
両
立
さ
せ
る
所
以
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
こ
う
し
た
「
道
義
心
の
頽
廃
」
は
「
日
本
国
民
の
近
代
的
教
養
の
未
熟
」
に
よ
る
も
の
で
、「
総
力
戦
体
制
へ
の
転
換
を
阻
む
阻
害

力
の
重
大
な
る
要
因
を
形
成
」
し
た
の
で
あ
っ
た
、
と
の
お
な
じ
み
の
主
張
が
確
認
で
き
（
６１
）
る
。

と
す
れ
ば
結
局
の
と
こ
ろ
、
高
山
に
と
っ
て
の
敗
戦
と
は
問
題
の
所
在
を
再
び
確
認
さ
せ
る
契
機
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
見

て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
敗
戦
原
因
と
措
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
問
題
は
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
か
ら
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
約
一
年
間
に
、
高
山

（３３）
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が
指
摘
し
続
け
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
高
山
が
、
自
ら
提
示
す
る
問
題
は
「
敗
戦
と
い
ふ
非
常
状
態
に
直
面
し
て
明
白
に
自
覚

せ
ら
れ
て
来
た
事
柄
に
過
ぎ
な
い
」
と
強
調
す
る
所
以
で
あ

（
６２
）
る
。
そ
し
て
、
問
題
の
所
在
が
明
確
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
敗
戦
後
す
ぐ
の
段

階
で
日
本
の
進
路
を
い
ち
早
く
説
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
再
び
冒
頭
の
【
表
】
に
戻
っ
て
、
高
山
の
主
張
内
容
の
継
承
関

係
を
見
て
い
こ
う
。
敗
戦
日
本
の
進
路
を
世
に
問
う
た
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』（
一
九
四
六
年
）
の
内
容
の
多
く
は
、
実
の
と
こ
ろ

敗
戦
前
後
に
作
成
さ
れ
た
高
山
文
書
「
日
本
の
自
己
革
（
６３
）
新
」
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、『
文
化
国
家

の
理
念
』
第
二
・
三
章
／「
日
本
の
自
己
革
新
」
第
一
・
二
章
で
展
開
さ
れ
て
い
る
、
総
力
戦
体
制
の
阻
害
要
因
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
ほ

と
ん
ど
転
載
に
近
い
箇
所
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
右
の
「
日
本
の
自
己
革
新
」
な
る
文
書
の
執
筆
開
始
時
が
敗
戦
直
前
、
完
成
時
は

敗
戦
直
後
、
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
確
認
で
き
る
〈
敗
戦
を
ま
た
い
で
も
な
お
執
筆
が
続
け
ら
れ
た
〉
と
の
経
緯
に
は
意
味
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
書
「
日
本
の
自
己
革
新
」
こ
そ
は
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
以
降
、
蓄
積
さ
れ
た
思
想
的
営
為
（
前
掲

【
表
】
Ａ
群
）
を
集
大
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
敗
戦
後
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
（
同
Ｂ
群
）、

戦
争
末
期
と
敗
戦
直
後
と
を
結
ぶ
具
体
的
な
物
質
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
、
そ
れ
ま
で
日
本
劣
勢
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
次
に
は
敗
戦
の
要
因
と
措
定
さ
れ
直
さ
れ
て
い
っ
た
同
じ
内
容
の
も
の
が
、

文
書
「
日
本
の
自
己
革
新
」
で
は
敗
戦
日
本
の
再
建
に
と
っ
て
必
要
な
、
自
己
革
新
の
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

そ
こ
で
は
敗
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の
掲
げ
た
理
念
そ
の
も
の
に
誤
謬
は
無
か
っ
た
こ
と
、
む
し
ろ
「
不
幸
な
る
敗
戦
の
原
因
は
国
民

文
化
の
水
準
が
か
ゝ
る
理
念
を
実
現
す
る
に
未
だ
大
な
る
距
離
が
存
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

（
６４
）

る
。
す
な
わ
ち
、
理
念
で
は
な
く
理

（３４）
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念
を
実
現
す
る
だ
け
の
能
力
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
の
ほ
う
に
問
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「
国
内
革
新
の
緊
要
」
は
や
は

り
「
痛
感
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
戦
争
目
的
が
理
念
と
し
て
は
誤
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
、
日
本
再
建
の
た
め
の
「
革
新
」

の
必
要
と
が
結
合
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
戦
時
中
以
来
の
「
近
代
の
超
克
」
論
と
、
戦
時
日
本
社
会
の
否
定
を
通
じ
た
戦
後
再
建
論
と

が
共
存
可
能
な
も
の
と
し
て
戦
後
に
接
続
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
立
場
は
、
著
作
『
文
化
国
家
の
理
念
』（
一
九
四
六
年
）
に
て
オ
ー
プ

ン
に
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
敗
戦
直
後
の
高
山
が
遭
遇
し
て
い
た
の
は
、
敗
戦
を
経
験
し
な
が
ら
も
な
か
な
か
勃
興
し
な
い
自
己
革
新
の
鈍
さ
で
あ
っ
た
。

敗
戦
か
ら
約
一
ケ
月
後
、
高
山
は
矢
部
貞
治
宛
の
書
簡
の
な
か
で
、
来
る
べ
き
連
合
国
軍
に
よ
る
占
領
改
革
に
対
す
る
警
戒
以
上
に
、「
之

程
の
惨
敗
を
喫
し
乍
ら
本
当
の
革
新
意
欲
が
燃
え
挙
ら
ず
」、
軍
部
が
崩
壊
す
れ
ば
光
明
が
訪
れ
る
と
い
っ
た
国
内
の
「
革
新
意
欲
」
の

稀
薄
さ
の
ほ
う
を
、
強
い
焦
慮
で
も
っ
て
指
摘
し
て
い
（
６５
）
る
。
高
山
に
お
い
て
は
、
自
己
革
新
す
べ
き
課
題
の
所
在
そ
の
も
の
は
戦
争
末
期

以
来
の
思
索
の
蓄
積
を
伴
っ
た
、
自
明
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
軍
部
台
頭
以
前
へ
の
復
帰
を
説
く

主
張
や
、
や
が
て
社
会
主
義
へ
と
急
転
回
す
る
に
至
る
進
歩
的
知
識
人
の
態
度
は
、
少
な
く
と
も
高
山
の
主
観
の
な
か
で
は
、「
敗
戦
後

遽
か
に
騒
ぎ
廻
る
」
思
慮
無
き
態
度
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
（
６６
）
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
表
明
さ
れ
て
い
た
戦
後
社
会
へ
の
違
和
感
こ
そ
、
や
が
て
進
歩
的
知
識
人
と
の
鋭
い
対
立
へ
と
至
ら
せ
る
も
の
と
な

る
。
そ
の
際
、
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
の
は
、
高
山
に
お
い
て
も
〈
戦
時
社
会
の
否
定
〉
と
い
っ
た
フ
ァ
ク
タ
ー
が
間
違
い
無
く
存
在
し

て
い
た
点
で
あ
る
。
高
山
は
『
文
化
国
家
の
理
念
』（
一
九
四
六
年
）
の
な
か
で
、「
嘗
て
日
本
の
軍
部
に
便
乗
し
た
如
く
、
今
度
は
自
由

（３５）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）

六
七
九



主
義
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
徒
ら
に
便
乗
」
す
る
と
い
う
「
戦
時
と
全
く
同
様
の
非
歴
史
的
な
感
覚
」
が
流
行
し
て
は
い
な
い
か
、
と
述
べ

て
い
る
（
二
○
五
頁
）。
こ
こ
で
は
引
用
の
前
半
よ
り
も
後
半
に
着
目
し
た
い
。「
戦
時
」
と
同
様
の
「
非
歴
史
的
な
感
覚
」
と
い
う
部
分

は
、
明
ら
か
に
か
つ
て
の
観
念
右
翼
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
高
山
の
戦
後
社
会
へ
の
違
和
感
を
も
た
ら
し
、
や
が
て
は
進
歩
的

知
識
人
と
の
激
し
い
対
立
へ
と
至
ら
せ
る
も
の
こ
そ
、
敗
戦
へ
と
至
る
過
程
を
終
始
見
続
け
た
戦
争
末
期
の
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
こ
そ
が
、
一
九
五
○
年
代
に
先
鋭
化
す
る
進
歩
的
知
識
人
と
の
、
い
わ
ば
（
再
度
の
）〈
思
想
戦
〉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
く
も

の
で
あ
っ
（
６７
）
た
。
し
か
し
そ
れ
を
見
る
前
に
い
ま
一
度
、
敗
戦
前
後
と
い
う
時
代
の
固
有
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
「
近
代
の
超
克
」
論
者
・
高
山
岩
男
に
お
け
る
思
想
的
軌
跡
を
、
一
九
四
四
年
半
ば
の
サ
イ
パ
ン
陥
落
か
ら
戦
後
初
め
て
の

著
作
が
刊
行
さ
れ
る
一
九
四
六
年
ま
で
の
、
わ
ず
か
二
年
と
い
う
時
期
に
集
中
さ
せ
て
分
析
し
て
き
た
。
本
論
で
見
て
き
た
通
り
、
日
米

開
戦
頃
の
「
近
代
の
超
克
」
論
は
、
戦
争
末
期
に
お
け
る
日
本
の
世
界
史
的
勢
力
か
ら
の
脱
落
と
い
う
現
実
を
う
け
て
、
そ
う
し
た
地
位

が
無
く
と
も
主
張
可
能
な
も
の
に
再
措
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
で
日
本
が
敗
戦
し
た
後
も
主
張
可
能
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
戦
勝
国
も
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
世
界
史
的
な
趨
勢
と
し
て
、
さ
ら
に
推
し
進
め
ら
れ
て
さ
え
い
た
。

再
措
定
さ
れ
た
「
近
代
の
超
克
」
論
で
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
た
の
は
、
共
産
主
義
に
よ
ら
な
い
資
本
主
義
の
超
克
、
す
な
わ
ち
両
者
の
止

揚
と
し
て
の
「
社
会
化
」
で
あ
っ
た
。
高
山
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
近
代
原
理
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
階
級
問
題
を
解
決
す
る
と

（３６）
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い
う
意
味
で
、
ま
さ
に
近
代
を
超
克
す
る
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
本
論
で
見
た
通
り
、
そ
の
実
例
と
し
て
高
山
が
挙
げ
て
い
た
の
が
、

大
戦
末
期
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
・
ア
ト
リ
ー
内
閣
に
よ
る
基
幹
産
業
の
国
営
化
政
策
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
へ
の

視
線
は
高
山
に
限
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
河
野
康
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
敗
戦
の
年
の
夏
に
は
す
で
に
外
務
省
・
商
工
省
な
ど
の
戦
後

構
想
の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
内
閣
へ
の
関
心
が
語
ら
れ
て
お
り
、
基
幹
産
業
の
国
有
化
・
国
家
管
理
な
ど
を
含
む
経
済
運
営
に
対

す
る
検
討
も
始
ま
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
「
社
会
党
の
天
下
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
発
言
し
て
い
た
と
い
（
６８
）
う
。
要
す
る
に
資
本
主
義
の
社
会
化
を
、
世
界
の
趨
勢
と
み
て
い
た
の
は
高
山
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
総
力
戦
に
よ
る
社
会
（
主
義
）
化
の
進
行
と
見
る
に
は
も
う
少
し
手
続
き
が
必
要
だ
（
６９
）
が
、
総
力
戦
体
制
の
構
築
に
明
ら
か
に
失

敗
し
続
け
た
敗
戦
日
本
の
な
か
で
さ
え
、「
社
会
化
」
と
い
う
方
向
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
広
範
に
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

現
に
進
行
中
の
も
の
と
し
て
、
か
つ
大
戦
後
の
世
界
の
趨
勢
と
し
て
、
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
プ
ラ
ス
の
価
値
と
し
て
、
で
あ
る
。

後
に
本
格
化
す
る
米
ソ
冷
戦
の
時
代
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
敗
戦
直
後
の
こ
の
時
期
、
世
界
は
一
つ
の
方
向
に
収
斂
す
る
の
で
は
な
い

か
と
の
観
測
が
、
緩
や
か
で
あ
れ
存
在
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
「
近
代
の
超
克
」
と
ま
で
称
す
る
か
は
論
者
に
よ
る
。
た
だ
、
戦

後
の
高
山
に
お
け
る
「
近
代
の
超
克
」
論
が
、
こ
の
よ
う
に
広
範
に
共
有
さ
れ
て
い
た
「
社
会
化
」
へ
の
認
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
は

言
え
る
。
戦
後
、
再
び
『
中
央
公
論
』
な
ど
に
寄
稿
し
続
け
た
高
山
が
、
再
度
論
壇
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
の
は
、
も
う
少
し
後
の
一
九

五
○
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
先
に
見
た
「
社
会
化
」
へ
の
認
識
は
、
敗
戦
直
後
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
後
に
高
山
と
鋭
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
進
歩
的
知
識

（３７）
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人
の
側
に
も
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
日
本
教
職
員
組
合
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
る
宗
像
誠
也
も
、
大
戦
後
の
世
界
の
趨
勢
を
社
会
主
義
化

の
進
行
と
し
て
捉
え
て
い

（
７０
）
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
宗
像
が
や
が
て
到
来
す
る
社
会
主
義
社
会
の
こ
と
を
「
近
代
以
後
」
社
会

と
し
て
表
現
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
で
の
近
代
が
近
代
自
由
主
義
（
宗
像
の
表
現
で
は
十
八
世
紀
的
自
由
主
義
、

個
人
主
義
的
近
代
）
と
い
う
意
味
で
の
近
代
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
十
九
世
紀
に
登
場
す
る
社
会
主
義
は
近
代
を
超
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
事
実
、
高
山
も
社
会
主
義
の
こ
と
を
近
代
の
否
定
思
想
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
た
（
第
一
章
）。
加
え
て
、
進
歩
派
・
宗
像
誠
也

か
ら
す
る
と
、
敗
戦
日
本
は
封
建
遺
制
の
払
拭
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
以
上
、
近
代
化
と
近
代
以
後
へ
の
移
行
は
同
時
遂
行

と
し
て
、
言
う
と
こ
ろ
の
「
歴
史
の
三
段
と
び
」
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
高
山
同
様
の
、
近
代
化
と
超
近
代
化
の
同
時
遂

行
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
意
味
内
容
は
異
な
り
な
が
ら
も
目
指
す
べ
き
シ
ン
ボ
ル
は
双
方
で
共
有
さ
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
両

者
が
や
が
て
冷
戦
の
国
内
版
た
る
保
守
と
革
新
の
対
立
構
図
の
な
か
に
回
収
さ
れ
て
い
く
様
相
は
か
え
っ
て
問
題
の
所
在
を
示
す
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
も
に
「
近
代
」
を
超
え
る
と
の
モ
チ
ー
フ
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
両
者
が
対
立
す
る
様
相
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
近

代
／
超
近
代
と
は
別
の
軸
を
挿
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
意
味
内
容
を
め
ぐ
る
闘
争
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
保
守
と
革
新
と
い

う
対
立
に
ま
で
は
至
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
進
歩
派
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
後
に
「
保
守
反
動
」
と

の
烙
印
が
押
さ
れ
る
高
山
に
お
い
て
も
〈
戦
時
社
会
の
否
定
〉
と
の
モ
チ
ー
フ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
フ
ァ
ク

タ
ー
だ
ろ
う
。
両
者
の
対
立
構
図
を
見
る
に
あ
た
っ
て
は
、〈
戦
後
〉
と
そ
れ
を
成
り
立
た
せ
る
マ
イ
ナ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
〈
戦

（３８）
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前
〉
と
い
う
軸
が
設
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
戦
後
〉
の
起
源
と
さ
れ
て
い
た
も
の
こ
そ
、〈
戦
前
〉
の
な
か
で
も
最
終

局
面
た
る
戦
争
末
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
本
論
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

注

（
１
）
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
田
幾
多
�
門
下
の
高
坂
正
顕
、
西
谷
啓
治
、
鈴
木
成
高
ら
と
四
人
で
行
っ
た
、『
中
央
公
論
』
誌
上
で
の
以
下
の
座
談
会

で
あ
る
（
日
付
は
掲
載
月
）。「
世
界
史
的
立
場
と
日
本
」（
一
九
四
二
年
一
月
）、「
東
亜
共
栄
圏
の
倫
理
性
と
歴
史
性
」（
一
九
四
二
年
四
月
）、「
総

力
戦
の
哲
学
」（
一
九
四
三
年
一
月
）。

（
２
）
戦
中
期
の
京
都
学
派
に
つ
い
て
は
、
廣
松
渉
『〈
近
代
の
超
克
〉
論
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年
）、
子
安
宣
邦
『「
近
代
の
超
克
」
と
は

何
か
』（
青
土
社
、
二
○
○
八
年
）、
酒
井
直
樹
・
磯
前
順
一
編
『「
近
代
の
超
克
」
と
京
都
学
派
』（
以
文
社
、
二
○
一
○
年
）、
菅
原
潤
『「
近
代
の

超
克
」
再
考
』（
晃
洋
書
房
、
二
○
一
一
年
）
な
ど
数
多
く
存
在
す
る
。
最
近
で
は
、
大
橋
良
介
『
京
都
学
派
と
日
本
海
軍
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
○

○
一
年
）、
植
村
和
秀
『「
日
本
」
へ
の
問
い
を
め
ぐ
る
闘
争
』（
柏
書
房
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
、
現
実
政
治
と
の
関
係
に
着
目
す
る
研
究
が
登
場

し
て
い
る
。
本
稿
の
関
心
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
敗
戦
が
接
近
し
て
い
く
段
階
の
分
析
は
、
未
だ
本
格
的
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

高
山
に
限
定
し
た
場
合
、
高
山
の
愛
弟
子
・
花
澤
秀
文
『
高
山
岩
男
』（
人
文
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
戦
中
の
軍
部
政
権
か
ら
見
ら
れ
た
『
京

（３９）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
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福
嶋
）
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都
学
派
』
像
」（
大
橋
良
介
編
『
京
都
学
派
の
思
想
』
人
文
書
院
、
二
○
○
四
年
）
が
ま
ず
は
挙
げ
る
べ
き
研
究
で
あ
る
。
高
山
の
年
譜
や
著
作
目

録
は
、『
高
山
岩
男
著
作
集
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
○
○
九
年
）
第
六
巻
巻
末
所
収
の
も
の
が
最
新
で
あ
る
（
花
澤
作
成
）。

（
３
）
高
山
「
序
文
」（
同
『
文
化
国
家
の
理
念
』
秋
田
屋
、
一
九
四
六
年
）
五
頁
。

（
４
）
後
に
高
山
は
次
の
よ
う
な
言
葉
も
残
し
て
い
る
。「
サ
イ
パ
ン
失
陥
し
て
敗
戦
の
勢
決
定
的
と
な
っ
た
後
、
当
時
大
東
亜
省
に
い
ら
れ
た
杉
原
荒

太
さ
ん
の
発
案
で
、
同
省
か
ら
は
山
田
久
就
、
宇
山
厚
の
諸
君
、
学
者
側
か
ら
は
矢
部
貞
治
、
大
河
内
一
男
、
高
宮
晋
の
諸
君
と
一
緒
に
戦
後
再
建

の
方
法
を
秘
密
裡
に
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
」（
高
山
「
序
」、
同
『
教
育
と
倫
理
』
創
文
社
、
一
九
六
八
年
、
三
頁
）。

（
５
）
例
え
ば
戦
後
の
高
山
は
、
一
九
五
六
年
、
社
会
科
教
科
書
検
定
を
め
ぐ
る
「
Ｆ
項
パ
ー
ジ
」
の
該
当
者
と
し
て
報
道
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
報
道
は
、
同
年
の
教
科
書
検
定
に
て
日
高
六
郎
ら
進
歩
的
知
識
人
が
執
筆
し
た
社
会
科
教
科
書
が
こ
と
ご
と
く
不
合
格
と
さ
れ
た
要
因
と

し
て
、
五
人
の
教
科
書
調
査
官
（
Ａ
〜
Ｅ
）
と
は
別
の
（
す
な
わ
ち
Ｆ
の
）
意
向
が
強
く
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
報
道
で
Ｆ
と
目
さ
れ
た
存
在
が
当
時
、
文
部
省
教
科
用
図
書
検
定
審
議
会
委
員
を
務
め
て
い
た
高
山
岩
男
で
あ
っ
た
（
以
上
、『
週
刊
朝
日
』
一

九
五
六
年
一
二
月
二
日
）。

（
６
）
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
時
動
員
体
制
論
の
口
火
を
切
っ
た
研
究
が
、
山
之
内
靖
ほ
か
編
『
総
力
戦
と
現
代
化
』（
柏
書
房
、
一
九
九
五
年
）
で
あ
っ

た
。
筆
者
は
既
に
、
戦
時
動
員
体
制
論
で
は
完
全
に
盲
点
と
な
っ
て
い
る
戦
争
末
期
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
れ
を
戦
時
期
一
般
に
は
解
消
さ
れ
な
い
固

有
の
段
階
と
み
な
す
と
同
時
に
、
戦
後
に
直
接
先
立
ち
そ
れ
ゆ
え
に
戦
後
を
規
定
し
た
、
エ
ポ
ッ
ク
と
み
な
す
視
点
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
詳

し
く
は
、
拙
稿
「
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
の
戦
争
末
期
（
上
）（
下
）
―
進
歩
的
教
育
学
者
宗
像
誠
也
に
お
け
る
戦
後
の
出
発
―
」（『
福
岡
大
学
人
文
論

（４０）
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叢
』
四
二
―
一
・
二
、
二
○
一
○
年
六
・
九
月
）。
な
お
、
当
該
分
野
の
最
新
の
研
究
で
あ
る
高
岡
裕
之
『
総
力
戦
体
制
と
「
福
祉
国
家
」』（
岩
波

書
店
、
二
○
一
一
年
）
も
、
戦
争
末
期
そ
れ
自
体
へ
の
視
点
は
無
く
、
概
ね
一
九
四
三
年
段
階
で
分
析
を
終
え
、
戦
後
へ
と
飛
ん
で
い
る
。

（
７
）
米
谷
匡
史
「『
世
界
史
の
哲
学
』
の
帰
結
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
五
年
一
月
号
）。

（
８
）
高
山
の
経
歴
は
以
下
の
通
り
（
前
掲
注（
２
）『
高
山
岩
男
著
作
集
』
第
六
巻
巻
末
の
年
譜
参
照
）。
一
九
○
五
年
、
山
形
県
生
ま
れ
。
山
形
高
等

学
校
を
経
て
、
一
九
二
八
年
、
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
卒
業
。
そ
の
後
、
大
学
院
、
第
三
高
等
学
校
講
師
へ
。
一
九
三
八
年
、
京
都
帝
国
大
学
助
教

授
。
一
九
四
一
年
か
ら
海
軍
省
調
査
課
嘱
託
。
そ
の
後
、
総
力
戦
研
究
所
参
与
、
大
日
本
言
論
報
国
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
一
九
四
四
年
半
ば
か
ら

は
大
東
亜
省
嘱
託
。
右
の
言
論
報
国
会
以
外
で
活
動
を
と
も
に
し
た
の
が
矢
部
貞
治
（
東
京
帝
国
大
学
）
で
あ
っ
た
。
敗
戦
後
は
一
九
四
六
年
八
月

に
公
職
追
放
（
理
由
は
大
日
本
言
論
報
国
会
理
事
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
）。
一
九
四
七
年
、
京
都
か
ら
浜
松
へ
転
居
。
一
九
五
一
年
に
追
放
解
除
。
翌

年
、
東
京
へ
。
学
習
院
大
学
教
授
を
嘱
望
さ
れ
る
が
、
清
水
幾
太
郎
、
勝
田
守
一
ら
の
反
対
に
よ
り
辞
退
。
神
奈
川
大
学
教
授
へ
。
一
九
五
五
年
、

日
本
大
学
教
授
。
一
九
五
七
年
、
矢
部
の
求
め
に
よ
り
拓
殖
大
学
教
授
（
兼
任
）。
一
九
五
五
年
か
ら
文
部
省
教
科
用
図
書
検
定
審
議
会
委
員
（
〜

一
九
六
七
年
）。
一
九
六
九
年
に
は
家
永
三
郎
教
科
書
裁
判
に
て
国
側
証
人
と
し
て
出
廷
。
一
九
九
三
年
、
死
去
（
八
八
歳
）。

な
お
筆
者
は
既
に
、
高
山
に
つ
い
て
若
干
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
教
育
闘
争
の
論
理
」〈
井
手
弘
人
・
福
嶋
寛
之
・
石
田
雅
春
「
戦
後
の

日
韓
に
お
け
る
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
る
教
育
政
策
・
教
育
学
の
諸
相
」
の
第
２
節
／『
第
２
期
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
（
教
科
書
小
グ
ル
ー

プ
篇
）』
二
○
一
○
年
、
一
六
二
〜
一
七
六
頁
に
該
当
〉）。
本
稿
は
高
山
を
本
格
的
に
分
析
す
る
点
、
お
よ
び
右
が
一
九
五
○
年
代
を
扱
っ
た
の
に

対
し
、
本
稿
が
敗
戦
前
後
を
扱
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

（４１）

敗
戦
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山
岩
男
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）
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（
９
）
高
山
「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
て
」（『
学
習
研
究
』
一
九
四
六
年
七
月
号
、
花
澤
秀
文
編
『
京
都
哲
学
撰
書
第
二
十
巻

高
山
岩
男
「
超
近
代
の

哲
学
」』
燈
影
舎
、
二
○
○
二
年
所
収
）
一
三
○
頁
。

（
１０
）
酒
井
哲
哉
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』（
岩
波
書
店
、
二
○
○
七
年
）、
源
川
真
希
『
近
衛
新
体
制
の
思
想
と
政
治
』（
有
志
舎
、
二
○
○
九
年
）、

有
馬
学
「
誰
に
向
か
っ
て
語
る
の
か
―
〈
大
東
亜
戦
争
〉
と
新
秩
序
の
言
説
―
」（
酒
井
哲
哉
編
『
岩
波
講
座

「
帝
国
」
日
本
の
学
知
』
第
一
巻
、

岩
波
書
店
、
二
○
○
六
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。
な
お
、
本
論
で
の
記
述
は
、
一
九
四
四
年
半
ば
に
高
山
が
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
「
世
界
恒
久
平

和
の
原
理
」（
一
七
二
〜
一
八
九
頁
）
に
依
っ
て
い
る
（
矢
部
貞
治
『
今
次
大
戦
原
因
の
究
明
（
Ａ
級
裁
判
参
考
資
料
）』
第
三
章
に
該
当
。
国
立
公

文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
は
法
務
省
平
成
一
一
年
、
四
Ｂ
―
二
三
―
五
九
八
○
）。

右
史
料
に
所
収
さ
れ
た
論
考
の
起
源
に
つ
い
て
は
、『
矢
部
貞
治
日
記

銀
杏
の
巻
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
）
で
再
現
可
能
で
あ
る
。
同

一
九
四
四
年
一
○
月
二
三
〜
三
○
日
の
条
を
見
る
と
、
元
来
、
本
史
料
所
収
の
論
考
が
冒
頭
で
触
れ
た
大
東
亜
省
で
の
研
究
会
の
成
果
で
あ
っ
た
こ

と
、
あ
わ
せ
て
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
担
当
が
タ
イ
ト
ル
の
形
で
確
認
で
き
る
。
な
お
、
本
史
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
官
田
光
史
氏
（
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
）
の
協
力
を
得
た
。

（
１１
）
高
山
に
よ
る
と
、
米
国
は
「
米
洲
大
陸
の
指
導
国
家
」、
英
は
「
大
英
帝
国
の
本
家
」、
仏
は
「
欧
州
を
代
表
す
る
国
家
」、
ソ
連
は
「
欧
亜
に
跨

る
一
個
の
広
域
」、
中
国
は
「
東
亜
を
代
表
す
る
大
国
」
と
さ
れ
て
い
る
（『
文
化
国
家
』
一
五
〜
一
六
頁
）。「
東
亜
の
盟
主
」
た
る
日
本
の
地
位
は

あ
っ
さ
り
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
力
点
は
む
し
ろ
近
代
を
体
現
し
て
き
た
欧
州
の
さ
ら
な
る
局
地
化
と
い
う
点
に
あ
る
。

（
１２
）
前
掲
注（
１０
）「
世
界
恒
久
平
和
の
原
理
」（
一
七
四
頁
）
で
は
、「〔
近
代
秩
序
は
〕
米
英
が
仮
り
に
戦
争
の
勝
利
を
得
た
と
仮
定
し
て
も
…
…
や

（４２）
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が
て
解
体
崩
壊
の
変
革
に
到
る
べ
き
こ
と
は
ま
た
歴
史
の
趨
勢
よ
り
見
て
必
至
」
と
、
戦
争
の
勝
敗
と
は
無
関
係
な
帰
趨
と
主
張
さ
れ
て
い
た
。

（
１３
）
高
山
前
掲
注（
９
）「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
て
」（
一
九
四
六
年
七
月
）
一
三
二
〜
一
三
三
頁
。

（
１４
）
高
山
「
世
界
史
の
理
念
」（『
理
想
』
一
九
五
一
年
六
月
号
）
五
頁
。
戦
中
期
の
論
考
は
、『
思
想
』
一
九
四
○
年
四
・
五
月
号
に
所
収
。

（
１５
）
高
山
前
掲
注（
９
）「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
て
」（
一
九
四
六
年
七
月
）
一
三
○
頁
。
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
１６
）
例
え
ば
、
京
都
学
派
内
部
で
の
研
究
会
の
状
況
を
記
録
し
た
「
大
島
メ
モ
」
に
よ
る
と
、「
主
権
の
分
割
と
い
ふ
思
想
は
如
何
？

近
代
的
意
味

で
は
凡
て
を
不
完
全
な
主
権
と
す
る
こ
と
」
と
い
う
高
山
の
言
葉
の
後
に
、「
共
栄
圏
を
た
て
る
限
り
主
権
を
分
割
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
続
い
て
い

る
。
同
様
に
、
高
山
は
「
主
権
の
分
割

指
導
さ
れ
る
も
の
は
指
導
す
る
者
に
主
権
を
委
譲
し
て
る
事
に
な
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
（「
第
五
回
会

合
」
一
九
四
二
年
五
月
二
四
日
、
大
橋
前
掲
注（
２
）『
京
都
学
派
と
日
本
海
軍
』
二
○
六
〜
二
○
七
頁
）。

（
１７
）
史
料
引
用
は
省
略
す
る
が
（『
文
化
国
家
』
一
九
〜
二
○
頁
）、
国
家
で
は
な
く
社
会
を
強
調
す
る
こ
と
と
、
個
別
の
国
家
を
超
え
た
地
域
主
義
的

原
理
・
広
域
圏
秩
序
を
主
張
す
る
こ
と
と
は
親
和
的
で
あ
る
。

（
１８
）
高
山
前
掲
注（
９
）「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
て
」（
一
九
四
六
年
七
月
）
一
三
五
頁
。

（
１９
）
同
右
一
四
二
頁
。

（
２０
）
適
宜
、
高
山
『
現
代
哲
学
の
課
題
』（
秋
田
屋
、
一
九
四
八
年
）
一
三
六
〜
一
四
六
頁
で
補
う
。

（
２１
）
同
右
一
四
八
〜
一
四
九
頁
。

（
２２
）
高
山
は
後
に
総
有
論
は
、
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
法
制
史
家
ギ
ー
ル
ケ
の
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
論
に
着
想
を
得
た
も
の
と
回
想
し
て
い
る
。
そ

（４３）
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れ
は
テ
ン
ニ
ー
ス
の
言
う
と
こ
ろ
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
共
同
社
会
）
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
益
社
会
）
と
を
止
揚
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
高
山
『
京
都
哲
学
の
回
想
』
燈
影
舎
、
一
九
九
五
年
、
一
二
三
〜
一
二
五
頁
）。
高
山
は
後
に
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
「
協
同
社
会
」
と
の
名
称

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

（
２３
）「『
動
乱
』『
戦
敗
』
等
ノ
問
題
ニ
就
キ
・（
一
九
、
六
、
二
六
）
高
山
嘱
託
述
」（
一
九
四
四
年
六
月
、
土
井
章
監
修
『
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成

海
軍
省
資
料
』
二
五
巻
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）
二
五
○
頁
。
以
下
、
同
史
料
集
成
か
ら
の
引
用
は
『
海
軍
省
資
料
』
と
略

記
し
、
巻
、
頁
数
の
み
記
す
。

お
そ
ら
く
こ
こ
で
の
陸
軍
と
は
、
か
つ
て
は
鈴
木
庫
三
が
所
属
し
、
こ
の
頃
は
阿
部
仁
三
が
所
属
し
て
い
た
陸
軍
報
道
部
を
直
接
的
に
は
指
し
て

い
よ
う
。
な
お
、
高
山
も
大
日
本
言
論
報
国
会
理
事
で
あ
っ
た
が
、
花
澤
前
掲
注（
２
）『
高
山
岩
男
』（
一
五
五
頁
）
所
収
の
高
山
書
簡
に
よ
る
と
、

陸
軍
と
海
軍
の
対
立
を
背
景
と
し
て
、
海
軍
が
推
挙
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
２４
）「
野
村
重
臣
宛
（「
読
書
人
」
評
論
に
対
す
る
）
質
問
状
（
付
箋
あ
り
）・
海
軍
中
佐
中
山
定
義
」（
一
九
四
四
年
三
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
三
巻
、

四
○
五
〜
四
○
六
頁
。

（
２５
）
高
山
の
回
想
と
し
て
、「
米
軍
機
の
日
本
空
襲
が
始
ま
っ
た
頃
、
京
都
の
自
宅
で
早
朝
二
名
の
右
翼
壮
士
に
襲
わ
れ
た
」
と
あ
る
（
高
山
『
続
政

治
家
へ
の
書
簡
』
創
文
社
、
一
九
八
四
年
、
三
二
八
頁
）。
ま
た
、
高
山
に
近
か
っ
た
大
島
康
正
も
、
一
九
四
五
年
の
春
の
こ
と
と
し
て
、
と
あ
る

配
属
将
校
が
、
万
が
一
本
土
決
戦
に
至
っ
た
場
合
、
そ
の
前
に
京
都
学
派
を
抹
殺
す
べ
き
だ
と
発
言
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
言
及
し
て
い
る
（
大
島
「
大

東
亜
戦
争
と
京
都
学
派
」『
中
央
公
論
』
一
九
六
五
年
八
月
号
、
一
三
一
頁
）。

（４４）

六
八
八



（
２６
）
高
山
前
掲
注（
９
）「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
て
」（
一
九
四
六
年
七
月
）
一
二
八
〜
一
三
○
頁
。

（
２７
）
田
中
忠
雄
「
西
田
哲
学
的
俗
論
」（『
現
代
』
一
九
四
三
年
八
月
号
）
四
・
一
三
・
一
八
頁
。
田
中
は
、
高
山
と
同
じ
西
田
門
下
で
、
佐
藤
通
次
の

影
響
を
受
け
た
転
向
右
翼
で
あ
る
と
い
う
。
片
山
杜
秀
『
近
代
日
本
の
右
翼
思
想
』（
講
談
社
、
二
○
○
七
年
）
二
一
九
頁
以
下
、
植
村
前
掲
注（
２
）

書
『「
日
本
」
へ
の
問
い
を
め
ぐ
る
闘
争
』
二
七
○
頁
以
下
。

（
２８
）
高
山
「
八
紘
為
宇
に
就
い
て
」（『
京
都
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
四
三
年
六
月
二
○
日
）。

（
２９
）「
思
想
懇
談
会
・
十
九
、
一
、
二
五
、
於
水
交
社
」（
一
九
四
四
年
一
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
三
巻
、
九
五
頁
。
発
言
者
は
山
崎
靖
純
。

（
３０
）
高
山
前
掲
注（
９
）「
世
界
史
的
立
場
に
就
い
て
」（
一
九
四
六
年
七
月
）
一
二
八
〜
一
二
九
・
一
三
二
頁
。

（
３１
）
高
山
「
日
本
精
神
論
の
展
望
」（『
同
盟
通
信
』
一
九
四
五
年
三
月
十
三
日
号
）『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
四
三
八
頁
。

（
３２
）
同
右
四
三
七
頁
。

（
３３
）「『
マ
リ
ア
ナ
』
線
失
陥
後
生
来
ス
ベ
キ
事
態
ノ
予
想
・
調
査
課

高
山
嘱
託
述
」（
一
九
四
四
年
七
月
四
日
）『
海
軍
省
資
料
』
二
五
巻
、
六
七
一

頁
。

（
３４
）
無
署
名
「
現
段
階
ニ
於
ケ
ル
思
想
指
導
方
策
」（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
所
蔵
『
矢
部
貞
治
関
係
文
書
』
I
D
１
５－

２
９
）
二
・
一
八
枚
目
。
右

文
書
は
自
筆
原
稿
、
作
成
時
期
は
一
九
四
四
年
六
月
末
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
る
。『
矢
部
貞
治
日
記
』
一
九
四
四
年
七
月
二
日
条

で
確
認
で
き
る
通
り
、
本
文
書
は
矢
部
・
高
山
の
共
同
産
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
本
文
で
引
用
し
た
箇
所
を
含
む
右
文
書
の
前
半
部
分
は
、
高
山
前

掲
注（
３３
）「『
マ
リ
ア
ナ
』
線
失
陥
後
生
来
ス
ベ
キ
事
態
ノ
予
想
」
と
ほ
ぼ
内
容
が
一
致
し
て
お
り
、
高
山
の
見
解
が
濃
厚
に
反
映
さ
れ
た
箇
所
と

（４５）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）

六
八
九



見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
滅
私
奉
公
と
私
益
追
求
と
が
同
一
人
物
の
な
か
で
同
居
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
、
右
文
書
を
初
出
と
す
る
（
二
八
枚
目
）。

（
３５
）
前
掲
注（
２３
）「『
動
乱
』『
戦
敗
』
等
ノ
問
題
ニ
就
キ
」（
一
九
四
四
年
六
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
五
巻
、
二
五
一
頁
。

（
３６
）「
国
体
護
持
ノ
問
題
・
高
山
岩
男
氏
述
」〔
一
九
四
五
年
七
月
〕『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
三
九
九
頁
。

（
３７
）
以
下
、
高
山
前
掲
注（
３１
）「
日
本
精
神
論
の
展
望
」（
一
九
四
五
年
三
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
四
三
六
〜
四
三
七
頁
。

（
３８
）
以
下
、
断
り
な
い
限
り
、
前
掲
注（
２３
）「『
動
乱
』『
戦
敗
』
等
ノ
問
題
ニ
就
キ
」（
一
九
四
四
年
六
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
五
巻
、
二
五
○
頁
。

（
３９
）
前
掲
注（
３６
）「
国
体
護
持
ノ
問
題
」〔
一
九
四
五
年
七
月
〕『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
三
九
七
頁
。

（
４０
）
以
下
、
前
掲
注（
３３
）「『
マ
リ
ア
ナ
』
線
失
陥
後
生
来
ス
ベ
キ
事
態
ノ
予
想
」（
一
九
四
四
年
七
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
五
巻
、
三
三
○
〜
三
三

一
頁
。
／
は
改
行
を
意
味
す
る
。

（
４１
）
以
下
、「
高
山
嘱
託
述

敗
戦
意
識
ノ
種
類
及
ビ
対
策
・
海
軍
大
学
校
研
究
部
」（
一
九
四
四
年
二
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
三
巻
、
三
二
二
〜
三

二
三
頁
。

（
４２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
板
垣
邦
子
「
決
戦
下
国
民
生
活
の
変
容
」（
山
室
健
徳
編
『
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
四
年
）
二
一

七
頁
以
下
を
参
照
。
前
掲
拙
稿
注（
６
）「
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
の
戦
争
末
期
」（
下
）
三
○
頁
以
下
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４３
）
以
上
、
前
掲
注（
３６
）「
国
体
護
持
ノ
問
題
」〔
一
九
四
五
年
七
月
〕『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
三
九
六
頁
。

（
４４
）
同
右
、
三
九
七
頁
。

（
４５
）
同
右
、
四
○
一
頁
。

（４６）

六
九
〇



（
４６
）
後
掲
注（
４８
）・（
４９
）の
記
述
を
参
照
の
こ
と
。

（
４７
）
以
下
、
断
り
無
い
限
り
、
前
掲
注（
３６
）「
国
体
護
持
ノ
問
題
」〔
一
九
四
五
年
七
月
〕『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
四
○
二
〜
四
○
三
頁
。

（
４８
）『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
五
一
三
頁
に
は
、
原
文
書
の
こ
の
箇
所
に
は
「socialization

」
の
書
込
み
が
あ
る
と
の
注
記
が
あ
る
。

（
４９
）
な
お
、
こ
こ
で
高
山
が
具
体
的
な
社
会
化
方
策
と
し
て
提
起
す
る
の
が
、
皇
室
財
産
の
国
家
払
下
げ
論
で
あ
る
。
高
山
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ

て
「
国
民
全
部
ノ
財
産
ヲ
奉
還
」
す
る
こ
と
が
喚
起
さ
れ
、
最
終
的
に
は
「
国
家
ニ
対
ス
ル
貢
献
ノ
度
合
ニ
応
ジ
此
処
ニ
再
配
分
ヲ
行
フ
」
と
の
道

筋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
高
山
は
こ
こ
で
「
右
ハ
決
シ
テ
『
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
』
ヲ
実
現
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
」
と
念
を
押
し
て
い
る
通
り
、
か
な

り
の
社
会
主
義
的
政
策
で
あ
る
と
の
自
覚
が
存
在
し
て
い
る
（『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
三
九
八
〜
三
九
九
頁
）。
こ
の
方
策
は
、
敗
戦
直
後
の
外

務
省
宛
の
文
書
（
後
掲
注（
５０
）文
書
）
で
も
、
天
皇
制
と
民
主
主
義
の
両
立
策
と
し
て
提
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
河
西
秀
哉
『「
象

徴
天
皇
」
の
戦
後
史
』（
講
談
社
、
二
○
一
○
年
）
第
一
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
意
が
田
辺
元
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
、
田
辺
は
と
も
か
く
高
山
に
即
し
て
見
た
場
合
、
や
は
り
社
会
化
政
策
と
の
文
脈
と
し
て
読
ん
だ
ほ
う
が
、
高
山
の
前
後
の
論
考
と
平
仄
が
合
う
。

（
５０
）
高
山
「
天
皇
制
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

天
皇
制
存
続
の
積
極
的
根
拠
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
『
帝
国
憲
法
改
正
関
係

一
件

研
究
資
料
』
第
一
巻
）
二
五
頁
。
な
お
、
本
文
書
の
提
出
先
で
あ
る
外
務
省
調
査
局
の
前
身
は
、
大
東
亜
省
総
務
局
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本

文
書
も
戦
争
末
期
以
来
の
一
連
の
活
動
の
産
物
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
後
に
登
場
す
る
占
領
改
革
へ
の
「
斬
新
性
」
と
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
本
文
書
で
は
戦
前
期
の
満
州
国
と
日
本
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
（
同
右
）。

（
５１
）
以
下
、
同
右
二
五
・
三
二
〜
三
三
頁
。

（４７）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）

六
九
一



（
５２
）
結
局
の
と
こ
ろ
、
高
山
は
近
代
化
と
超
近
代
化
の
同
時
遂
行
に
つ
い
て
、
何
か
具
体
的
方
策
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。「
社
会
」
と
「
社
会
化
」
に
つ
い
て
も
、「
社
会
化
」
を
「
社
会
」
の
比
重
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
社
会
」
へ
の
権
限
委
譲
と
解

す
る
な
ら
、「
社
会
化
」（
超
近
代
化
）
の
前
提
と
し
て
「
社
会
」
の
発
達
（
近
代
化
）
を
同
時
に
主
張
す
る
の
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い
。
た
だ
そ

の
具
体
策
と
な
る
と
言
及
が
な
く
、
近
代
化
を
加
味
し
た
超
近
代
化
の
方
策
を
行
え
ば
自
ず
と
両
方
と
も
達
成
さ
れ
る
、
と
述
べ
る
く
ら
い
で
あ
る

（『
文
化
国
家
』
一
八
○
〜
一
八
一
頁
）。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
「
近
代
の
超
克
」
論
者
・
高
山
に
し
て
も
「
近
代
化
」
と
い
う
命
題
が
無
視
し
得
な
か
っ

た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
論
者
に
よ
っ
て
表
現
は
様
々
だ
が
、
近
代
化
と
同
時
に
近
代
を
も
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
は
、
敗
戦
直

後
で
あ
れ
ば
広
範
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
再
び
触
れ
る
。

（
５３
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
矢
部
貞
治
を
扱
っ
た
有
馬
前
掲
注（
１０
）「
誰
に
向
か
っ
て
語
る
の
か
」
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
で
は
一
九
四
三
年

三
月
段
階
の
矢
部
作
成
の
文
書
か
ら
、
妥
協
の
余
地
は
無
い
こ
と
と
、
各
広
域
圏
の
並
存
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
、
一
見
矛
盾
す
る
論
理
の
結
合
に

独
自
性
を
見
て
と
っ
て
い
る
（
二
六
七
頁
）。
本
稿
は
、
高
山
に
即
し
て
、
さ
ら
に
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
ま
で
分
析
を
及
ぼ
し
、
現
実
に
迎

え
た
と
こ
ろ
の
敗
戦
が
ど
の
よ
う
な
契
機
と
し
て
接
合
さ
れ
る
の
か
を
見
る
も
の
で
あ
る
。

（
５４
）
前
掲
注（
３３
）「『
マ
リ
ア
ナ
』
線
失
陥
後
生
来
ス
ベ
キ
事
態
ノ
予
想
」（
一
九
四
四
年
七
月
）『
海
軍
省
資
料
』
二
五
巻
、
三
三
○
頁
。

（
５５
）
前
掲
注（
３４
）「
現
段
階
ニ
於
ケ
ル
思
想
指
導
方
策
」〔
一
九
四
四
年
七
月
〕
八
〜
一
○
枚
目
。

（
５６
）
高
山
「
今
後
の
国
民
思
想
動
向
と
根
本
的
対
策
並
に
和
平
論
及
戦
争
終
得
の
問
題
」（
一
九
四
五
年
五
月
三
一
日
、『
現
代
史
資
料
２３

国
家
主
義

運
動
３
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
）
二
一
一
頁
。

（４８）

六
九
二



（
５７
）
以
下
、
無
署
名
「
戦
争
終
得
及
国
体
護
持
ノ
問
題
」〔
一
九
四
五
年
七
月
〕『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
四
○
六
〜
四
○
七
頁
。
詳
細
な
説
明
は
割

愛
す
る
が
、
本
文
書
の
作
成
に
高
山
が
関
与
し
て
い
る
と
み
な
す
根
拠
は
、
内
容
や
時
期
か
ら
し
て
、
以
下
の
二
つ
の
高
山
文
書
の
間
に
本
文
書
が

位
置
す
る
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
前
掲
注（
５６
）「
今
後
の
国
民
思
想
動
向
と
根
本
的
対
策
並
に
和
平
論
及
戦
争
終
得
の
問
題
」（
一
九
四
五

年
五
月
）、
前
掲
注（
３６
）「
国
体
護
持
ノ
問
題
」〔
一
九
四
五
年
七
月
〕。

（
５８
）
前
掲
注（
３４
）「
現
段
階
ニ
於
ケ
ル
思
想
指
導
方
策
」〔
一
九
四
四
年
七
月
〕
三
・
一
七
枚
目
。

（
５９
）
以
下
、
高
山
前
掲
注（
５６
）「
今
後
の
国
民
思
想
動
向
と
根
本
的
対
策
並
に
和
平
論
及
戦
争
終
得
の
問
題
」（
一
九
四
五
年
五
月
）
二
一
一
・
二
一

二
頁
。
な
お
、
右
文
書
か
ら
し
ば
ら
く
後
に
、
先
の
「
革
新
」＝

社
会
化
政
策
を
説
い
た
前
掲
注（
３６
）「
国
体
護
持
ノ
問
題
」
が
作
成
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
も
「
革
新
ナ
ル
モ
ノ
ハ
戦
時
中
比
較
的
容
易
ナ
ル
事
」
と
の
立
場
か
ら
、
か
え
っ
て
「
最
後
迄
戦
フ
」
と
の
主
張
が
導
か
れ
て
い
る
（
四
○

一
・
四
○
四
頁
）。
つ
ま
り
こ
こ
で
も
、
敗
戦
の
自
覚
が
終
戦
へ
と
向
か
う
の
で
は
な
く
、
敗
戦
後
を
見
据
え
る
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
徹
底
抗
戦
へ

と
向
か
う
逆
説
が
確
認
で
き
る
。

（
６０
）
以
下
の
史
料
を
結
ん
で
い
く
と
概
ね
の
展
開
を
辿
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
掲
注（
３３
）「『
マ
リ
ア
ナ
』
線
失
陥
後
生
来
ス
ベ
キ
事
態
ノ
予
想
」（
一

九
四
四
年
七
月
）、
前
掲
注（
３１
）「
日
本
精
神
論
の
展
望
」（
一
九
四
五
年
三
月
）、
後
掲
注（
６３
）「
日
本
の
自
己
革
新
」〔
一
九
四
五
年
八
月
〕。

（
６１
）
海
軍
省
調
査
課
「
戦
争
指
導
の
反
省

現
戦
局
を
招
来
せ
る
諸
要
因

」（
一
九
四
五
年
八
月
一
日
）『
海
軍
省
資
料
』
二
九
巻
、
四
九
八
〜

四
九
九
頁
。「
敗
戦
の
書
」
と
記
さ
れ
た
付
箋
の
添
付
は
、
ソ
連
参
戦
の
報
に
接
し
た
（
八
月
九
日
）
直
後
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、「
事
茲
に

至
り
て
は
戦
勝
の
夢
微
塵
に
粉
砕
せ
ら
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
ま
で
徹
底
抗
戦
の
路
線
は
放
棄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
四
九
五
頁
）。

（４９）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）

六
九
三



（
６２
）
高
山
前
掲
注（
２０
）『
現
代
哲
学
の
課
題
』（
一
九
四
八
年
）
一
六
七
〜
一
六
八
頁
。

（
６３
）
高
山
「
日
本
の
自
己
革
新

思
想
文
化
面
よ
り
す
る
考
察
」〔
一
九
四
五
年
八
月
〕『
矢
部
貞
治
関
係
文
書
』
I
D
１
６－

１
９
４
。
な
お
、
矢
部

も
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
の
文
書
作
成
の
依
頼
を
大
東
亜
省
か
ら
受
け
て
お
り
、
完
成
版
の
実
物
を
見
て
も
、
高
山
作
成
文
書
と
全
く
同
じ
体
裁
と
な
っ

て
い
る
。『
矢
部
貞
治
日
記
』
を
見
る
と
、
矢
部
の
場
合
、
執
筆
開
始
は
敗
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
七
月
十
五
日
、
完
成
は
敗
戦
直
後
の
八
月
十
七

日
と
な
っ
て
い
る
。
高
山
文
書
の
作
成
も
同
様
の
日
程
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
矢
部
文
書
の
場
合
、
提
出
は
敗
戦
後
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
前
半
部
分
の
記
述
は
戦
争
続
行
中
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
（
矢
部
「
日
本
の
自
己
革
新
」『
矢
部
貞
治
関
係
文
書
』
I
D
１
６－

１
９
５
）。

（
６４
）
高
山
前
掲
注（
６３
）「
日
本
の
自
己
革
新
」
二
頁
。

（
６５
）「
矢
部
貞
治
宛
高
山
岩
男
書
簡
」（〔
一
九
四
五
年
〕
九
月
二
七
日
）『
矢
部
貞
治
関
係
文
書
』
I
D
５
４－

２
１
８
。
本
書
簡
に
つ
い
て
は
『
矢
部

貞
治
日
記
』（
一
九
四
五
年
九
月
二
八
日
条
）
に
記
事
が
あ
る
。

（
６６
）
高
山
前
掲
注（
２０
）『
現
代
哲
学
の
課
題
』（
一
九
四
八
年
）
一
六
八
頁
。

（
６７
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
６８
）
河
野
康
子
『
戦
後
と
高
度
成
長
の
終
焉
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
○
一
○
年
）
五
四
・
三
八
頁
。

（
６９
）
た
だ
、
高
山
の
認
識
レ
ベ
ル
で
は
総
力
戦
体
制
と
社
会
化
と
は
明
確
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。
先
に
高
山
が
提
起
し
て
い
た
「
社
会
化
」
の
提
言
に

つ
い
て
は
、『
矢
部
貞
治
日
記
』（
一
九
四
五
年
六
月
二
五
日
条
）
の
な
か
に
も
登
場
す
る
が
、
そ
こ
で
は
共
産
主
義
革
命
の
防
止
と
し
て
で
は
な
く

て
、「
本
当
の
意
味
の
総
力
戦
体
制
を
促
す
唯
一
の
途
な
る
所
以
」
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。

（５０）

六
九
四



（
７０
）
前
掲
拙
稿
注（
６
）「
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
の
戦
争
末
期
」（
下
）
三
四
頁
。
前
掲
拙
稿
注（
８
）「
教
育
闘
争
の
論
理
」
一
六
四
〜
一
六
五
頁
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
若
手
研
究
（
B
）（
二
○
○
九
〜
二
○
一
一
年
、
課
題
番
号
二
一
七
二
○
二
四
八
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

（５１）

敗
戦
前
後
の
高
山
岩
男
（
福
嶋
）

六
九
五


